
（ 1 ） 2007年（平成19年） ４月26日（木） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 6 5号

明
治
十
四
年
の
創
立
以
来
、

東
京
理
科
大
学
は
社
会
の
負
託

に
応
え
て
、
多
く
の
技
術
者
、

研
究
者
、
教
育
者
を
始
め
と
し

て
、
各
界
各
分
野
に
多
様
な
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
大
学
院

に
進
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
入

学
、
進
学
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
、
保

護
者
の
方
々
に
も
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
の
起
源
は
、

今
を
遡
る
こ
と
百
二
十
六
年
、

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）

に
設
立
さ
れ
た
「
東
京
物
理
学

講
習
所
」
と
い
う
小
さ
な
専
門

学
校
で
、
そ
の
二
年
後
に
「
東

京
物
理
学
校
」（
通
称
、
物
理

学
校
）
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
に
携
わ
っ
た
の
は
、
当

時
、
東
京
大
学
理
学
部
物
理
学

理
工
系
の
学
問
の
習
得
に

は
、
実
験
や
実
習
と
い
っ
た
体

験
が
不
可
欠
で
す
。
本
学
は
、

創
立
当
初
か
ら
、
伝
統
的
に
実

験
を
重
ん
じ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
、
実
験
、
実
習
な
ど
の

体
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
は

平
成
十
九
年
二
月
一
日
付
で
、

山
口
東
京
理
科
大
学
長
に
塚
本

桓
世
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学

四
年
前
、
日

本
が
冷
夏
で
あ

っ
た
年
を
猛
暑

の
フ
ラ
ン
ス
で

過
ご
し
た
。
気

候
ば
か
り
で
な

く
、
異
な
る
と

こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
。
ま
ず
驚

い
た
の
が
、
テ
レ
ビ
の
時
報
が

番
組
に
よ
っ
て
十
数
秒
も
異
な

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
電
車

で
予
約
し
た
席
の
あ
る
３
号
車

が
な
く
、
２
号
車
の
次
は
４
号

車
だ
っ
た
こ
と
に
も
驚
い
た
。

ど
ち
ら
も
日
本
で
は
滅
多
に
起

こ
ら
な
い
珍
事
だ
ろ
う
。
▼
た

だ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
一
概
に

悪
い
こ
と
だ
と
は
思
え
な
い
。

逆
に
言
え
ば
、
日
本
が
忙
し
な

く
落
ち
着
き
が
な
い
の
か
も
知

れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
給
仕
係
が
テ
ー
ブ

ル
に
来
る
ま
で
客
は
待
つ
の
が

普
通
で
あ
る
。
手
を
挙
げ
、
大

き
な
声
で
給
仕
係
を
呼
ぶ
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
。
店
で
働
く

人
に
対
す
る
気
遣
い
を
感
じ

る
。
ま
た
、
パ
ン
ク
姿
の
若
者

が
次
の
人
の
た
め
に
ド
ア
を
開

い
た
ま
ま
に
支
え
て
い
る
光
景

を
何
度
も
見
た
。
満
員
電
車
か

ら
降
り
る
と
き
に
、
声
も
か
け

ず
に
押
す
だ
け
の
現
在
の
日
本

の
状
況
と
は
大
違
い
だ
。
ま
る

で
周
り
に
居
る
の
は
人
で
は
な

く
、
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
扱

い
で
あ
る
。
▼
昨
今
は
、
人
の

意
見
も
聞
か
ず
自
分
の
信
念
を

押
し
通
す
こ
と
が
賞
賛
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
に
は
傲

慢
さ
と
狭
量
を
感
じ
る
。
▼
異

な
る
文
化
に
触
れ
る
の
は
、
新

し
い
こ
と
を
吸
収
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
属
す
る
文
化

の
良
い
点
、
悪
い
点
、
不
足
し

て
い
る
点
を
認
識
す
る
良
い
機

会
で
あ
る
。
ま
た
、
異
質
な
も

の
や
考
え
方
に
対
す
る
寛
容
さ

の
必
要
を
痛
感
す
る
と
き
で
も

あ
る
。
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｉ
）

２
・
３
面

入
学
式
グ
ラ
フ
／
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト

４
面

２
先
生
に
名
誉
教
授
称
号
／
新
任
教
員
紹
介

５
面

平
成
19
年
度
予
算
／
新
任
職
員
／
私
学
助
成
金

６
面

中
村
修
二
教
授
講
演
／
英
社
と
情
報
発
信
契
約

７
面

教
育
研
究
理
念
本
文
／
平
成
18
年
度
就
職
状
況

８
面

創
立
125
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名
／
理
窓
会
だ
よ
り

９
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

10
面

平
成
18
年
度
卒
業
式
／
長
万
部
退
寮
式

11
面
「
理
大
・
人
」
／
学
生
表
彰
＆
学
長
表
彰

12
面

平
成
19
年
度
入
試
総
括
／
平
成
20
年
度
の
学
費

本
学
の
教
育
研
究
理
念 

未
来
を
見
据
え
新
た
に
確
立 

本
学
は
昨
年
、
創
立
百
二
十

五
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、

創
立
当
時
か
ら
の
建
学
の
理
念

で
あ
る
「
理
学
の
普
及
」
の
今

日
的
意
味
を
自
ら
に
問
い
、
こ

れ
か
ら
の
百
年
を
見
据
え
た
新

た
な
教
育
研
究
の
理
念
を
確
立

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ん
、
教
職
員
を

始
め
と
す
る
全
て
の
本
学
関
係

者
、
受
験
生
と
一
般
社
会
の
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
そ
の
本
文
を
７
面
に
掲
載

し
ま
す
。
　

た
が
、
期
待
に
胸
膨
ら
む
様
子
が
伺
え
た
。
竹
内
学
長
の
式
辞

の
後
、
本
学
混
声
合
唱
団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が

終
了
し
た
。
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
向
か
う
基
礎
工
学
部
の
新

入
生
は
式
終
了
後
、
直
ち
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
羽
田
空
港
へ

向
か
っ
た
。
翌
日
十
日
に
は
入
寮
式
が
行
わ
れ
た
。

「
体
験
」を
通
し
て
成
長

を
通
し
て
成
長
を 
「
体
験
」を
通
し
て
成
長
を 

新
入
生
の
皆
さ
ん
に

学
　
長
　

竹
内
　
　
伸

科
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
二
十

代
半
ば
の
若
い
理
学
士
た
ち
で

し
た
。
彼
ら
は
「
国
の
発
展
の

た
め
に
理
学
の
普
及
を
行
う
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
強
い
志
の

も
と
に
学
校
を
運
営
し
た
の
で

す
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
師
範
学
校
と
中
等
学
校
の

数
学
、
物
理
学
、
化
学
の
教
員

の
実
に
半
数
以
上
を
物
理
学
校

の
卒
業
生
で
占
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
国
を
発
展
さ
せ
る
」
と

い
う
理
念
を
実
践
し
た
の
で
し

た
。
物
理
学
校
は
「
実
力
主
義
」

の
学
校
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

今
日
で
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
行
わ

れ
た
学
制
改
革
に
伴
っ
て
「
東

京
理
科
大
学
」
と
な
り
、
今
日

で
は
八
学
部
三
十
三
学
科
、
八

研
究
科
二
十
七
専
攻
と
い
う
私

学
有
数
の
理
工
系
総
合
大
学
と

し
て
発
展
し
た
の
で
す
。
皆
さ

ん
は
、
本
学
の
歴
史
に
誇
り
を

も
っ
て
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

科
学
技
術
創
造
立
国
を
標
榜

す
る
わ
が
国
に
と
っ
て
「
理
学

の
普
及
に
よ
っ
て
国
を
発
展
さ

せ
る
」
と
い
う
本
学
の
建
学
の

理
念
は
そ
の
ま
ま
生
き
続
け
て

い
ま
す
。
今
日
の
本
学
の
教
育

理
念
は
「
自
然
・
人
間
・
社
会

と
こ
れ
ら
の
調
和
的
発
展
の
た

め
の
科
学
と
技
術
の
創
造
」
と

い
う
も
の
で
す
。

二
十
世
紀
は
、
科
学
技
術
の

飛
躍
的
な
進
歩
の
裏
で
、
環
境

問
題
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

含
む
資
源
枯
渇
問
題
な
ど
、
人

類
の
未
来
に
暗
い
影
を
落
と
す

重
大
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
二
十
一
世
紀

の
科
学
技
術
者
に
は
、
自
ら
の

行
為
が
も
た
ら
す
負
の
波
及
効

果
を
常
に
念
頭
に
入
れ
て
行
動

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

そ
の
資
質
と
し
て
、
幅
広
い
教

養
、
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟

性
、
国
際
的
視
野
、
独
創
性
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
「
自
ら
課

題
を
見
出
し
、
自
ら
解
決
す
る

能
力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 東京理科大学 東京理科大学 

サイエンスフェア サイエンスフェア 

●ゆりかもめ「船の科学館駅」下車、徒歩５分 
「テレコムセンター駅」下車、徒歩４分 

●りんかい線「東京テレポート駅」下車、徒歩15分 
●水上バス「船の科学館」下船、徒歩７分 

詳細はHPへ。http://www.tus.ac.jp/

6月2日（sat）、3日（sun）開催 ！ 
場所：東京お台場　日本科学未来館 

聴
覚
と
視
覚
を
通
し
て
先
生
か

ら
講
義
を
受
け
る
こ
と
も
重
要

な
体
験
で
あ
り
、
深
い
理
解
が

得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
付
け
焼

刃
で
は
な
い
真
の
理
解
が
あ
っ

て
こ
そ
、
自
ら
判
断
し
、
問
題

を
解
決
す
る
能
力
が
養
わ
れ
る

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
に
役
立
つ

人
間
と
し
て
協
調
性
、
社
会

性
、
体
力
、
忍
耐
力
、
指
導
力

な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
授
業
以
外
の
日
常
の
過
ご

し
方
が
重
要
で
す
。
良
い
交
友

関
係
、
課
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
読
書
の
習
慣
は
非

常
に
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、

は
じ
め
て
ト
ー
タ
ル
な
人
間
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
時
代
に
語
学
の
習
得
は
不

可
欠
で
す
。
本
学
で
は
、
英
語

研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
要
望
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
共
通
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
体
験
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
ト
ー
タ
ル
に
人
間
的
な
成

長
を
と
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
学
初
代
学
長
の
本
多
光
太
郎

先
生
は
「
今
が
大
切
」
と
い
う

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
最
も
輝
か
し

い
青
春
の
時
期
を
思
う
存
分
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
、
悔
い
の
な
い
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。

山
口
東
京
理
科
大
学
長
に
塚
本
桓
世
氏 

理
事
長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
土

谷
敏
雄
・
前
学
長
が
、
昨
年
十

月
三
十
一
日
付
で
辞
任
し
た
こ

と
に
伴
う
も
の
で
、
任
期
は
四

年
間
で
す
。

＊
塚
本
学
長
の
入
学
式
式
辞
は

九
頁
に
掲
載
。

 

入 学 式  
入 寮 式  

新入生指導日 

課 外 活 動  
ガ イ ダ ン ス  
前期授業開始 

授 業 調 整 日  

前 期 試 験  

夏 休 み  

前期予備期間 

後期授業開始 

授 業 調 整 日  

冬 休 み  

授 業 再 開  
授 業 調 整 日  

後 期 試 験  

退 寮 式  
学位記・修了証書 
授 与 式  
授 業 週 数  

大学院 学　　部　　等 
理・薬・工・ 
理工・基礎工・ 
経営・生命科学 
各研究科 

理１・理２・薬・工１・工２・ 
理工・基礎工（野田地区）・ 
経営各学部、 
理学専攻科 

基礎工学部 
（長万部地区） 

４月９日（月） 
― 

４月10日（火） 

― 
４月11日（水） 

経営学部は４月10日（火） 
（理学専攻科　除く） 

 

 

 ４月10日（火） 
 ４月10日（火）～ 
    12日（木）　 

 ４月13日（金） 

 ４月14日（土） 
 6月14日（木） 
 7月17日（火） 
 7月30日（月）～ 
 8月 ４日（土）   
 8月 5日（日）～ 
 ９月19日（水） 

  　　― 

 9月21日（金） 

10月 6日（土） 

12月23日（日）～ 
 1月11日（金）  
 1月12日（土） 
 1月15日（火） 
 1月23日（水）～ 
 2月 1日（金） 
 2月 2日（土） 

 ４月12日（木） 
 6月14日（木） 
 7月17日（火） 
 7月25日（水）～ 
 ８月 ７日（火） 
 8月 8日（水）～ 
 9月13日（木） 
 9月14日（金）～ 
 9月19日（水） 
 9月20日（木） 
 9月20日（木） 
12月25日（火） 
12月26日（水）～ 
 1月 ９日（水） 
 1月10日（木） 
 1月10日（木） 
 1月21日（月）～ 
 2月 1日（金） 
― 

3月19日（水） 

35週 
※各学部・研究科の事情により上記日程を変更する場合があるため注意すること。 
○前期授業開始日以降、学部・研究科の事情によりカリキュラムガイダンス等を行
うことがある。 
○休日期間中または後期試験終了後に補講・実験等を行うことがある。 
○前期予備期間内の日程は各学部等で定める。 
○５月４日（金）は大学創立記念日／１月18日（金）は大学入試センター試験準備日の
ため、また１月19日（土）は大学入試センター試験のため授業は行わない。いず
れも長万部地区を除く。 
○専門職大学院総合科学技術経営研究科は除く。 

― 

＊
授
業
調
整
日

曜
日
ご
と
の
講
義
回
数
を
そ
ろ
え
る
た

め
授
業
調
整
日
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
複
数

日
あ
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
詳
細
は
「
履
修
の
手
引

き
」
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

◆
全
学

・
６
月
14
日
（
木
）
学
園
記
念
日
だ
が
授
業
実
施

・
７
月
17
日
（
火
）
前
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

◆
長
万
部
地
区
を
除
く
全
学

・
９
月
20
日
（
木
）
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

・
12
月
25
日
（
火
）
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

・
１
月
10
日
（
木
）
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

◆
長
万
部
地
区
の
み

・
10
月
６
日
（
土
）
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

・
１
月
15
日
（
火
）
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
実
施

平成19年度　東京理科大学　授業予定 

平
成
十
九
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日
午
前

十
時
二
十
分
か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

た
。
六
千
二
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
会
場
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔

で
満
た
さ
れ
た
。
式
は
本
学
管
弦
楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。

新
入
生
も
、
参
列
し
た
ご
父
母
も
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ

授業調整日
について

（年４回発行） 

大
き
な
夢
を
胸
に
…
平
成
19
年
度
入
学
式
＝
日
本
武
道
館
で

平成平成1919年度年度平成19年度
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平成19年度  入学式 平成19年度  入学式 

若芽の萌えるサクラ並木の下を式場へ向かう新入生たち　▼

おごそかに、そして晴れやかに…式場を埋めた新入生お祝いと激励の言葉を述べる竹内学長

本
学
管
弦
楽
団
と
混
声
合
唱
団
の
演
奏
で
初
め
て
の
校
歌
斉
唱

決
意
新
た
に
第
一
歩
…
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生
た
ち

この日は忘れない…喜びの家族に祝福されて式場前ではあちこちで記念撮影のカメラの砲列

▼
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四
月
初
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

で
す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
本
学
で
は
学
生
の
皆
さ
ん

に
「
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
学
に
お
け
る
Ｆ

す
。全

学
に
公
表
し
生
か
す

皆
さ
ん
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
す
る
と
、
そ
の
翌
々
週
に
は

そ
の
授
業
の
担
当
教
員
が
皆
さ

ん
か
ら
の
回
答
や
意
見
に
対
し

て
直
接
考
え
を
述
べ
ま
す
。
皆

さ
ん
が
自
由
に
書
か
れ
た
意
見

を
除
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
と
教
員
の
意
見
は
全
学
に
公

開
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
こ

と
は
、
今
後
履
修
を
考
え
て
い

っ
と
学
習
の
効
果
が
上
が
る
の

に
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
皆
さ
ん
の
声
を
授
業
改
善

に
直
接
結
び
つ
け
る
た
め
に
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
わ
れ
ま

教
員
は
全
力
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

皆
さ
ん
を
十
分
に
満
足
さ
せ
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
授
業

を
受
け
る
皆
さ
ん
の
立
場
か
ら

「
も
し
こ
う
で
あ
っ
た
ら
、
も

目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

様
々
な
活
動
の
こ
と
で
す
。
こ

の
「
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
は
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
授
業
の
改
善
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
活
動
の
一
つ

で
す
。
Ｆ
Ｄ
活
動
と
は
、
教
員

の
授
業
内
容
と
方
法
の
改
善
に

大
学
が
組
織
と
し
て
取
り
組

み
、
大
学
が
掲
げ
る
教
育
理
念
、

る
科
目
や
教
員
の
考
え
を
知
る

上
で
も
、
大
い
に
参
考
に
な
る

で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
と
教
員
が
対
話
す
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
授
業
を
実

現
し
よ
う
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時
期
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
掲
示
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を 

 

実
施
し
ま
す
…
ご
協
力
く
だ
さ
い 

―
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
活
動
の
一
環 

入学式場の東京千代田区の日本武道館正面玄関

い
ざ
旅
立
ち
…
式
を
終
え
て
長
万
部
へ

向
か
う
た
め
空
港
行
き
の
バ
ス
に
乗
り

こ
む
基
礎
工
学
部
の
新
入
生
と
、
見
送

る
父
母
や
家
族
た
ち

入学式に花を添えた舞踏研究部の華麗な演技　と気迫のこもった空手道部の演武　

校名・入学式日付入りまんじゅうや理大ス
トラップ＆ネックピースなど記念売り出し

右
下

上

右左
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東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
二
人
の
先
生

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科教

授
　
丸
田
　
忠
雄

（
ま
る
た
・
た
だ
お
）

①
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
課
程
前
期
修
了
②
山
形

大
学
大
学
院
教
授
③
英
語
学
、

言
語
学
④
博
士
（
文
学
）

◆
物
理
学
科

准
教
授
　
鈴
木
　
克
彦

（
す
ず
き
・
か
つ
ひ
こ
）

①
東
京
都
立
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
国
立
沼
津
工
業
高
等
専

門
学
校
教
養
科
助
教
授
③
素
粒

子
、
ハ
ド
ロ
ン
、
原
子
核
理
論

④
博
士
（
理
学
）

◆
化
学
科准

教
授
　
井
上
　
正
之

（
い
の
う
え
・
ま
さ
ゆ
き
）

た
。

（
敬
称
略
）

◇
平
成
19
年
１
月
18
日
付

杉
r

善
治
郎
　
79
歳

元
理
工
学
部
教
授

杉
c
先
生
は
、
昭
和
五
十
一

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
理
事
、

評
議
員
、
学
生
部
副
部
長
、
図

書
館
野
田
分
館
長
、
特
別
教
室

館
長
、
理
工
学
部
応
用
生
物
科

学
科
幹
事
を
務
め
ら
れ
、
ま
た

同
学
科
や
基
礎
工
学
部
生
物
工

学
科
の
創
設
に
も
尽
力
さ
れ
る

な
ど
、
本
学
の
運
営
に
貢
献
さ

れ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
醗
酵
学

で
、
中
で
も
日
本
発
応
用
系
バ

イ
オ
研
究
の
主
流
「
代
謝
制
御

醗
酵
」
の
先
駆
け
と
し
て
ご
活

躍
、
醗
酵
理
論
と
応
用
の
両
面

で
新
機
軸
を
拓
か
れ
た
。

田
中
　
　
雅
康
　
72
歳

元
理
工
学
部
教
授

元
諏
訪
東
京
理
科
大
学

経
営
情
報
学
部
教
授

田
中
先
生
は
、
昭
和
四
十
二

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
理
工
学

部
経
営
工
学
科
主
任
、
同
学
科

幹
事
、
理
工
学
研
究
科
幹
事
を

務
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十

四
年
四
月
か
ら
は
諏
訪
東
京
理

科
大
学
経
営
情
報
学
部
長
と
し

て
諏
訪
理
大
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
原
価
管

理
、
管
理
会
計
、
価
値
工
学
と

い
っ
た
企
業
経
営
の
管
理
手
法

に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
製
品

開
発
に
お
け
る
コ
ス
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
に

従
事
さ
れ
た
。

研
究
科
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
②
（
独
）
産
業
技

術
総
合
研
究
所
先
進
製
造
プ
ロ

セ
ス
研
究
部
門
副
研
究
部
門
長

③
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
、
表
面
工

学
、
設
計
工
学
④
工
学
博
士

【
工
学
部
第
二
部
】

◆
経
営
工
学
科

講
師
　
藤
沢
　
匡
哉

（
ふ
じ
さ
わ
・
ま
さ
や
）

①
電
気
通
信
大
学
大
学
院
電
気

通
信
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
②
東
京
理

科
大
学
工
学
部
第
二
部
経
営
工

学
科
助
手
③
符
号
理
論
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
④
博
士
（
工
学
）

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

教
授
　
谷
中
　
昭
典

（
や
な
か
・
あ
き
の
り
）

①
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

医
学
研
究
科
生
理
系
修
了
②
筑

波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学

研
究
科
講
師
③
ピ
ロ
リ
菌
に
よ

る
胃
疾
患
発
症
機
構
の
研
究
、

酸
化
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
生
体

防
御
機
構
の
研
究
等
④
医
学
博

士◆
生
命
創
薬
科
学
科

教
授
　
樋
上
　
賀
一

（
ひ
が
み
・
よ
し
か
ず
）

①
長
崎
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
修
了
②
長
崎
大
学
大
学
院
医

歯
薬
学
総
合
研
究
科
助
教
授
③

老
化
生
物
学
、
病
理
学
、
薬
物

代
謝
学
④
医
学
博
士

【
理
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
金
子
　
洋
一

（
か
ね
こ
・
よ
う
い
ち
）

①
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
ス
ウ

ォ
ン
ジ
ー
校
英
文
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
上
智
大
学
一
般
外

国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
（
嘱

託
）
③
近
代
英
文
学
、
英
国
国

体
論
、
英
国
法
制
史
④Ph.D

.

◆
数
学
科

講
師
　
八
森
　
祥
隆

（
は
ち
も
り
・
よ
し
た
か
）

①
東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
②
慶
應

義
塾
大
学
理
工
学
部
数
理
科
学

科
専
任
講
師
（
有
期
）
③
整
数

論
④
博
士
（
数
理
科
学
）

◆
物
理
学
科

准
教
授
　
矢
口
　
　
宏

（
や
ぐ
ち
・
ひ
ろ
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
物
理
学
・
宇
宙
物
理
学
専

攻
助
手
③
物
性
実
験
④
博
士

（
理
学
）

◆
工
業
化
学
科

講
師
　
有
光
　
晃
二

（
あ
り
み
つ
・
こ
う
じ
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合

理
工
学
研
究
科
電
子
化
学
専
攻

博
士
課
程
中
退
②
東
京
理
科
大

学
理
工
学
部
工
業
化
学
科
助
手

③
光
機
能
化
学
、有
機
材
料
化

学
、
高
分
子
化
学
④
博
士
（
工

学
）

◆
電
気
電
子
情
報
工
学
科

准
教
授
　
木
村
　
真
一

（
き
む
ら
・
し
ん
い
ち
）

①
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研

究
科
製
薬
化
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
独
立
行
政
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
宇
宙
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員

③
自
律
制
御
工
学
、
宇
宙
シ
ス

テ
ム
工
学
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
④

博
士
（
薬
学
）

講
師
　
樋
口
　
健
一

（
ひ
ぐ
ち
・
け
ん
い
ち
）

①
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
電
気
・
通
信
工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
②
株
式
会
社
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
ア
ク
セ
ス
開

発
部
主
査
③
デ
ィ
ジ
タ
ル
変
復

調
、
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
④
工

学
博
士

講
師
　
杉
山
　
　
睦

（
す
ぎ
や
ま
・
む
つ
み
）

①
筑
波
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
物
質
工
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部

電
気
電
子
情
報
工
学
科
助
手
③

太
陽
電
池
・
半
導
体
光
デ
バ
イ

ス
工
学
④
博
士
（
工
学
）

◆
経
営
工
学
科

講
師
　
石
垣
　
　
綾

（
い
し
が
き
・
あ
や
）

①
東
京
理
科
大
学
理
工
学
研
究

科
物
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

修
了
②
東
京
理
科
大
学
理
工
学

部
経
営
工
学
科
助
手
③
生
産
シ

ス
テ
ム
工
学
④
博
士
（
理
学
）

◆
土
木
工
学
科

講
師
　
佐
伯
　
昌
之

（
さ
え
き
・
ま
さ
ゆ
き
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
社
会
基
盤
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
東
京
理
科
大
学
理

工
学
部
土
木
工
学
科
助
手
③
地

震
工
学
④
博
士
（
工
学
）

【
理
工
学
研
究
科
】

◆
情
報
科
学
専
攻

講
師
　
山
口
　
文
彦

（
や
ま
ぐ
ち
・
ふ
み
ひ
こ
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
計
算
機
科
学
専
攻
後

期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
②

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
情
報

科
学
科
助
手
③
知
能
情
報
学
基

礎
論
④
博
士
（
工
学
）

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
大
越
　
克
也

（
お
お
こ
し
・
か
つ
や
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
物
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

修
了
②
電
気
通
信
大
学
工
学
部

非
常
勤
講
師
③
宇
宙
物
理
学
、

観
測
的
宇
宙
論
④
博
士
（
理
学
）

講
師
　
竹
内
　
早
苗

（
た
け
う
ち
・
さ
な
え
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
工
業
化
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
東
京
理
科
大
学
基

礎
工
学
部
教
養
（
長
万
部
）
非

常
勤
講
師
③
計
算
化
学
④
博
士

（
工
学
）

◆
材
料
工
学
科

教
授
　
石
黒
　
　
孝

（
い
し
ぐ
ろ
・
た
か
し
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
②
長

岡
技
術
科
学
大
学
工
学
部
助
教

授
③
機
能
性
材
料
工
学
④
工
学

博
士

◆
生
物
工
学
科

講
師
　
十
島
　
二
朗

（
と
し
ま
・
じ
ろ
う
）

①
九
州
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
生
物
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
②
東
北
大
学
大
学
院
生

命
科
学
研
究
科
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員

③
細
胞
生
物
学
④
博
士
（
理
学
） 【

経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科

准
教
授
　
中
谷
　
安
男

（
な
か
た
に
・
や
す
お
）

①
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
応

用
英
語
言
語
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
中
村
学
園
大
学
流
通
科

学
部
流
通
科
学
科
助
教
授
③
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
第
２
言
語
習
得
、
比
較

文
化
④Ph.D

.in
A
pplied

E
nglish

L
in
guistics

総
合
科
学
技
術

経
営
研
究
科

◆
総
合
科
学
技
術
経
営
専
攻

（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）教授

　
鶴
島
　
克
明

（
つ
る
し
ま
・
か
つ
あ
き
）

①
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
電
気

通
信
学
科
電
子
工
学
科
卒
業
②

ソ
ニ
ー
株
式
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
Ｅ
Ｖ
Ｐ

③
デ
ー
タ
記
録
光
・
半
導
体
シ

ス
テ
ム
、
量
子
情
報
シ
ス
テ

ム
、
音
響
工
学
④
工
学
学
士

准
教
授
　
宮
内
　
博
美

（
み
や
う
ち
・
ひ
ろ
み
）

①
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
行

政
学
専
攻
修
了
②
経
済
産
業
省

商
務
情
報
政
策
局
サ
ー
ビ
ス
政

策
課
課
長
補
佐
③
技
術
政
策

論
、
技
術
社
会
論
④
修
士
（
理

学
、
行
政
学
）

◆
知
的
財
産
戦
略
専
攻
（
Ｍ

Ｉ
Ｐ
）准

教
授
　
平
塚
　
三
好

（
ひ
ら
つ
か
・
み
つ
よ
し
）

①
米
国
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ピ
ア

ー
ス
・
ロ
ー
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ

Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
知
的
財
産
専
攻
修
士

（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
課
程
修
了
②
東
京

理
科
大
学
知
的
財
産
本
部
知
財

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
③
電
子
・
Ｉ
Ｔ

系
知
財
、
欧
米
知
財
、
産
学
官

連
携
④
理
学
修
士
、
米
国
知
的

財
産
修
士
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）

【
総
合
研
究
機
構
】

◆
も
の
づ
く
り
・
先
端
計
測

科
学
研
究
部
門

講
師
　
野
島
　
　
雅

（
の
じ
ま
・
ま
さ
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
応
用
化
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
東
京
理
科
大
学
総
合
研

究
機
構
嘱
託
助
手
③
半
導
体
ナ

ノ
デ
バ
イ
ス
故
障
解
析
技
術
の

開
発
、
絶
対
ス
ケ
ー
ル
深
さ
方

向
分
析
法
の
実
用
化
④
博
士

（
工
学
）

◆
火
災
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

講
師
　
水
野
　
雅
之

（
み
ず
の
・
ま
さ
ゆ
き
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
建
築
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
②
東
京
理
科
大
学

総
合
研
究
機
構
嘱
託
助
手
③
建

築
火
災
安
全
工
学
、
避
難
行
動

解
析
④
博
士
（
工
学
）

◇
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

工
学
科

教
授
　
竹
増
　
光
家

（
た
け
ま
す
・
て
る
い
え
）

①
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
生
産
機
械
工
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
②
九
州
大
学
大
学
院
工

学
研
究
院
助
教
授
③
生
産
工

学
、
材
料
加
工
学
、
塑
性
加
工

学
、
④
博
士
（
工
学
）
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２
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

新
任
教
員
　

37
氏
紹
介 

新
任
教
員
　

37
氏
紹
介 
（敬称略） 

①
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
②
広

島
学
院
中
学
・
高
等
学
校
教
員

③
化
学
教
育
④
博
士
（
教
育
学
）

◆
数
理
情
報
科
学
科

講
師
　
柳
田
　
昌
宏

（
や
な
ぎ
だ
・
ま
さ
ひ
ろ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
数
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
②
東
京
理
科
大
学
理
学

部
第
一
部
数
理
情
報
科
学
科
助

手
③
情
報
理
論
・
作
用
素
論
④

博
士
（
理
学
）

◆
応
用
物
理
学
科

准
教
授
　
宮
川
　
宣
明

（
み
や
か
わ
・
の
ぶ
あ
き
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
物
理
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
②
諏
訪
東
京
理
科
大

学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
機
械
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
助
教
授

③
低
温
物
性
実
験
・
結
晶
成
長

④
博
士
（
理
学
）

【
理
学
部
第
二
部
】

◆
数
学
科

講
師
　
小
谷
　
佳
子

（
こ
た
に
・
け
い
こ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
数
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
②
東
京
理
科
大
学
理
学

部
第
二
部
数
学
科
助
手
③
グ
ラ

フ
理
論
④
博
士
（
理
学
）

◆
物
理
学
科教

授
　
和
達
　
三
樹

（
わ
だ
ち
・
み
き
）

①
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大

学
大
学
院
物
理
学
科
修
了
②
東

京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

教
授
③
非
線
形
波
動
、
厳
密
に

解
け
る
模
型
、
低
次
元
量
子
多

体
問
題
④Ph.D

.

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
建
築
学
科教

授
　
宇
野
　
　
求

（
う
の
・
も
と
む
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
千
葉
大
学
工
学
部
都
市
環

境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
③
建
築

設
計
、
都
市
設
計
、
環
境
設
計

④
工
学
博
士教

授
　
栗
田
　
　
哲

（
く
り
た
・
さ
と
し
）

①
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
②
東
北

大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
教
授

③
建
築
構
造
、
耐
震
工
学
、
鉄

骨
構
造
④
工
学
博
士

◆
工
業
化
学
科

講
師
　
近
藤
　
行
成

（
こ
ん
ど
う
・
ゆ
き
し
げ
）

①
東
京
理
科
大
学
理
工
学
研
究

科
工
業
化
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
中
途
退
学
②
東
京
理
科
大
学

工
学
部
第
一
部
工
業
化
学
科
助

手
③
物
理
化
学
、
コ
ロ
イ
ド
・

界
面
化
学
④
博
士
（
工
学
）

◆
電
気
工
学
科

講
師
　
小
泉
　
裕
孝

（
こ
い
ず
み
・
ひ
ろ
た
か
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
後
期

博
士
課
程
修
了
②
東
京
農
工
大

学
大
学
院
共
生
科
学
技
術
研
究

院
生
存
科
学
研
究
拠
点
助
手
③

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
④

博
士
（
工
学
）

講
師
　
長
谷
川
　
幹
雄

（
は
せ
が
わ
・
み
き
お
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科
電
子
応
用
工
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
修
了
②
独
立

行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構

ユ
ビ
キ
タ
ス
モ
バ
イ
ル
グ
ル
ー

プ
主
任
研
究
員
③
モ
バ
イ
ル
・

ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

カ
オ
ス
・
非
線
形
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
④
博
士
（
工
学
）

◆
機
械
工
学
科

教
授
　
佐
々
木
　
信
也

（
さ
さ
き
・
し
ん
や
）

①
東
京
工
業
大
学
総
合
理
工
学

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
専
門
分
野
　
④
学
　
位

杉r善治郎先生

田中雅康先生
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本
学
は
「C

onscience

〜
二
十
一
世
紀
の
科
学
は
良
心

へ
向
か
う
」
の
実
現
に
向
け
、

社
会
へ
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
の
都
心
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再

構
築
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
予
算

は
、
さ
ら
な
る
教
育
・
研
究
の

質
的
向
上
と
将
来
へ
の
礎
と
な

る
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る
た

め
、
健
全
経
営
の
理
念
に
基
づ

き
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

重
点
項
目
と
し
て
次
の
こ
と

を
盛
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
、
神
楽
坂
地
区
再
構
築
計

画①
新
二
号
館
建
築
に
係
わ
る
建

築
費
等

②
大
学
会
館
建
築
費

③
二
、
三
、
七
、
八
、
九
号
館

解
体
費
用

④
仮
移
転
用
教
室
に
係
わ
る
賃

借
料
等

二
、
野
田
地
区
再
構
築
計
画

①
校
舎
耐
震
改
修
工
事
費
等

②
研
究
室
改
修
工
事
費
等

三
、
長
万
部
地
区
再
構
築
計

画①
女
子
学
生
寮
新
設
工
事
費

②
教
室
棟
新
設
工
事
費

③
女
子
学
生
寮
新
設
に
係
わ
る

機
器
備
品
費

四
、
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト①
キ
ラ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
セ

ン
タ
ー
（
新
規
）

②
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継

続
）

③
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

④
ポ
リ
ス
ケ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

⑤
グ
リ
ー
ン
光
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

⑥
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑦
量
子
生
命
情
報
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑧
ナ
ノ
粒
子
健
康
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
（
継
続
）

⑨
先
端
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑩
人
間
支
援
工
学
研
究
セ
ン
タ

ー
（
継
続
）

⑪
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
計
算
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

五
、
右
記
「
四
」
を
文
部
科

学
省
が
行
う
「
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
」
の
対
象
経
費
と

す
る
こ
と
と
し
、
研
究
設
備
整

備
費
等
補
助
金
お
よ
び
経
常
費

補
助
金
（
特
別
補
助
）
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

六
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
に
充
当
す
る
た
め
総
額

五
十
億
円
を
目
標
に
募
集
し
て

い
る
寄
付
金
の
う
ち
、
平
成
十

九
年
度
目
標
額
を
予
算
措
置
す

る
こ
と
。

な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
十
八
年
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
五
十
一
氏
が
三
月
三
十
一
日

付
け
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
。

（
敬
称
略
）

【
理
１
】
教
養
・
相
島
倫
嘉
教

授
▽
化
学
・
日
下
部
慧
教
授
▽

応
物
・
塚
本
桓
世
教
授
▽
応

化
・
植
木
正
彬
教
授

【
理
２
】
物
理
・
宮
崎
忠
教

授
／
山
田
武
範
教
授
▽
化
学
・

橘
孝
二
教
授

【
工
１
】
建
築
・
松
崎
育
弘
教

授
▽
工
化
・
好
野
則
夫
教
授
▽

電
気
・
宗
村
哲
雄
教
授
▽
機

械
・
原
文
雄
教
授

【
工
２
】
建
築
・
寺
本
隆
幸
教
授

【
薬
】
薬
学
・
宇
留
野
強
教

授
／
鈴
木
政
雄
助
教
授
（
選
択

定
年
）
／
山
口
稽
子
講
師

【
理
工
】
教
養
・
児
島
紘
教
授

▽
数
学
・
小
谷
孝
一
講
師
▽
物

理
・
小
口
明
秀
教
授
▽
電
情
・

池
田
紘
一
教
授
／
中
山
昌
春
教

授
▽
経
工
・
溝
口
文
雄
教
授
／

山
田
善
靖
教
授

【
基
礎
工
】
教
養
・
恩
田
邦
藏

教
授
／H

uddleston

講
師

▽
電
子
・
渡
辺
恒
夫
教
授

【
経
営
】
鈴
木
寛
次
教
授
／
廣

田
正
義
教
授

【
Ｍ
Ｏ
Ｔ
】
佐
藤
元
教
授
／
菅

原
進
一
教
授

＊

【
Ｔ
Ｌ
Ｏ
等
】
瀬
尾
巖
・
科
学

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
長
▽
田
丸

威
・
知
的
財
産
本
部
知
財
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

【
事
務
総
局
】
幡
野
純
・
事
務

総
局
長
▽
爲
我
井
哲
夫
・
周
年

記
念
事
業
事
務
局
部
長
▽
山
下

正
・
周
年
募
金
事
務
部
長
▽
小

西
秀
治
・
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

部
長
▽
森
瑞
穗
・
事
務
総
局
参

与
▽
松
下
元
・
工
学
事
務
課
副

主
幹
▽
栗
原
道
彦
・
図
書
館
事

務
課
副
主
幹
▽
東
原
美
子
・
野

田
図
書
館
事
務
課
庶
務
係
長
▽

佐
藤
行
雄
・
管
財
課
（
神
楽
坂
）

主
任
▽
福
井
征
次
郎
・
管
財
課

（
神
楽
坂
）
主
任
▽
b
橋
綵

子
・
理
学
事
務
課
主
任
▽
内
田

元
喜
・
工
学
事
務
課
職
長
▽
寺

田
昭
・
理
工
学
事
務
課
▽
大
関

昌
平
・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
部

長
（
選
択
定
年
）
▽
細
谷
正

夫
・
総
合
企
画
部
長
（
選
択
定

年
）
▽
雄
賀
多
武
・
工
学
事
務

課
工
学
部
第
二
部
事
務
室
課
長

補
佐
（
選
択
定
年
）
▽
今
泉

久
・
基
礎
工
学
事
務
課
庶
務
係

長
（
選
択
定
年
）＊

【
諏
訪
理
大
】
▽
電
子
シ
ス
・

甲
藤
久
郎
教
授
▽
経
営
情
報
・

片
岡

教
授
／
古
舘
信
生
教
授

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
六
歳
。

遠
藤
　
輝
子
助
教
授
（
旧

姓
・
中
村
）

（
薬
学
部
薬
学
科
）
平
成
十
九

年
一
月
二
十
五
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
五
十
七
歳
。

山
口
　
和
雄
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
教
養
学
科
）

平
成
十
九
年
一
月
二
十
四
日
逝

平
成
19
年
度
予
算
　

編
成 

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会 

51
氏
が
定
年
を
お
迎
え 

平　成　１９　年　度　　資　金　収　支　予　算 
［平成19年4月1日から平成20年3月31日まで］ （単位：千円）

平　成　１９　年　度　　消　費　収　支　予　算 
［平成19年4月1日から平成20年3月31日まで］ （単位：千円）

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部 

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部 

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部 

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部 

科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 

科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 

科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 

科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 科　　　　目 １９年度予算額 

25,601,636 
16,584,850 
2,714,960 
1,542,106 
4,759,720 
1,469,275 
1,423,275 
9,000 
16,000 
21,000 
696,000 
500,000 
196,000 
3,893,278 
3,881,323 
6,955 
5,000 

477,427

学生生徒等納付金収入 
授業料収入 
入学金収入 
実験実習料収入 
施設設備資金収入 
手数料収入 
入学検定料収入 
試験料収入 
証明手数料収入 
大学入試センター試験実施手数料収入 
寄付金収入 
特別寄付金収入 
一般寄付金収入 
補助金収入 
国庫補助金収入 
地方公共団体補助金収入 
学術研究振興資金収入 
資産運用収入 

15,000 
400,000 
62,427 

1,181,646 
1,036,781 
25,120 
119,745 
945,475 
12,000 
776,264 
157,211 

16,673,015 
9,008,536 
2,685,941 
512,867 
4,424,812 
40,859 

4,384,967

第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金収入 
施設設備利用料収入 
事 業 収 入 
受託事業収入 
知的財産権実施料等収入 
公開講座受講料収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金収入 
その他の雑収入 
前受金収入 
授業料前受金収入 
入学金前受金収入 
実験実習料前受金収入 
施設設備資金前受金収入 
その他の前受金収入 
その他の収入 

1,129,472 
2,000,000 
1,106,759 
148,736 

△ 17,622,872 
△      921,584 
△ 16,701,288 
31,554,936 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

69,254,783

退職給与引当特定預金からの繰入収入 
神楽坂新2号館建築引当特定預金からの繰入収入 
前期末未収入金収入 
貸付金回収収入　 
資金収入調整勘定 
期末未収入金 
前期末前受金 
前年度繰越支払資金 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

収　入　の　部　合　計 

学生生徒等納付金 
授業料 
入学金 
実験実習料 
施設設備資金 
手　数　料 
入学検定料 
試験料 
証明手数料 
大学入試センター試験実施手数料 
寄　付　金 
特別寄付金 

一般寄付金 
現物寄付金 
補　助　金 
国庫補助金 
地方公共団体補助金 
学術研究振興資金 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金 
施設設備利用料 
事業収入 
受託事業収入 

知的財産権実施料等収入 
公開講座受講料収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金 
その他の雑収入 
 
 

 
帰　属　収　入　合　計 
基 本 金 組 入 額 合 計 
消 費 収 入 の 部 合 計 

16,045,679 
10,335,826 
4,790,297 
98,148 
821,408 
9,444,978 
1,958,563 
1,080,705 
494,890 
163,701 
88,176 
221,761 
313,148 
13,568 
11,436 
950,831 
473,003 
90,514 
279 

1,533,434 
446,172 
729,429 
875,368 
1,978,313

人件費支出 
教員人件費支出 
職員人件費支出 
役員報酬支出 
退職金支出 
教育研究経費支出 
消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
奨学費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
広告費支出 
会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
管理経費支出 

57,994 
114,936 
75,046 
44,664 
48,787 
202,014 
17,567 
229,695 
33,138 
149,264 
70,950 
14,450 
56,039 
610,132 
118,707 
82,897 
52,033 
111,115 
111,115 
1,483,160 
1,483,160 
5,210,582 
2,442,282 
147,300

消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
保険料支出 
広告費支出 
渉外・会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
借入金等利息支出 
借入金利息支出 
借入金等返済支出 
借入金返済支出 
施設関係支出 
建物支出 
構築物支出 

2,621,000 
1,806,341 
1,563,226 
108,464 
116,602 
7,949 
10,100 

1,129,472 
1,129,472 
2,028,839 
456,065 
1,550,774 
22,000 
300,000 

△   1,109,318 
△   1,109,318 
30,825,622 

 
 
 
 
 
 

69,254,783

建設仮勘定支出 
設備関係支出 
教育研究用機器備品支出 
その他の機器備品支出 
図書支出 
車輛支出 
特許権支出 
資産運用支出 
退職給与引当特定預金への繰入支出 
その他の支出 
貸付金支払支出 
前期末未払金支払支出 
保証金支払支出 
予備費 
資金支出調整勘定 
期末未払金 
次年度繰越支払資金 

 
 
 
 
 
 

支　出　の　部　合　計 

15,866,697 
10,335,826 
4,790,297 
98,148 
610,972 
31,454 

14,118,134 
1,958,563 
1,080,705 
494,890 
163,701 
88,176 
221,761 
313,148 
13,568 
11,436 
950,831 
473,003

人　件　費 
教員人件費 
職員人件費 
役員報酬 
退職金 
退職給与引当金繰入額 
教育研究経費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
奨学費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
広告費 
会議費 
賃借料 
修繕費 

90,514 
279 

1,533,434 
446,172 
729,429 
875,368 
4,673,156 
2,087,760 
57,994 
114,936 
75,046 
44,664 
48,787 
202,014 
17,567 
229,695 
33,138 
149,264

諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
管 理 経 費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
保険料 
広告費 
渉外・会議費 
賃借料 

70,950 
14,450 
56,039 
610,132 
118,707 
82,897 
52,033 
109,447 
111,115 
111,115 
1,163,136 
1,163,136 
300,000 

33,646,842 
 

1,506,525 
10,812,707 
12,319,232

修繕費 
諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
借入金等利息 
借入金利息 
資産処分差額 
不動産処分差額 
予　備　費 
消 費 支 出 の 部 合 計 

 
当 年 度 消 費 支 出 超 過 額  
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

25,601,636 
16,584,850 
2,714,960 
1,542,106 
4,759,720 
1,469,275 
1,423,275 
9,000 
16,000 
21,000 
906,000 
500,000

196,000 
210,000 
3,893,278 
3,881,323 
6,955 
5,000 
477,427 
15,000 
400.000 
62,427 

1,181,646 
1,036,781

25,120 
119,745 
945,475 
12,000 
776,264 
157,211 

 
 
 

34,474,737 
△   2,334,420 
32,140,317

四
月
一
日
付
で
職
員
十
二
人

が
新
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
大
学
局
長

菅
原
秀
章

◇
神
楽
坂
校
舎
▼
経
理
課
・

藤
井
清
伸
▼
理
学
事
務
課
・
松

本
淳
一
▼
工
学
事
務
課
・
久
保

彩
美
、
塚
一
郎
▼
広
報
課
・
杉

田
有
未
▼
事
務
シ
ス
テ
ム
課
・

山
本
弥
生

◇
野
田
校
舎
▼
薬
学
事
務

課
・
鈴
木
達
彦
▼
理
工
学
事
務

課
・
赤
津
ち
ひ
ろ
、
中
里
光
雄

▼
基
礎
工
学
事
務
課
・
千
田
早

耶
香
▼
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
野

田
分
室
・
江
口
泉

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
平
成
十
八
年
度
の
私

立
大
学
・
短
大
・
高
専
に
対
す

る
補
助
金
交
付
状
況
を
発
表
し

た
。東

京
理
科
大
学
で
は
、
三
十

四
億
千
三
百
万
円
、
山
口
東
京

理
科
大
学
は
一
億
七
千
九
百
万

円
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
一

億
七
千
六
百
万
円
で
学
校
法
人

全
体
で
は
三
十
七
億
七
千
万
円

と
な
っ
た
。

全
国
の
私
立
学
校
に
対
す
る

補
助
金
総
額
は
、
前
年
度
よ
り

約
三
十
七
億
円
増
（
一
・
二
％
）

の
三
千
二
百
七
十
六
億
円
で
あ

っ
た
。

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
大
学

は
六
校
増
え
、
五
百
十
八
校
と

な
り
、
一
校
あ
た
り
の
交
付
額

は
五
百
四
十
九
万
円
増
の
五
億

八
千
六
十
万
円
で
あ
っ
た
。
ま

た
学
生
一
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
二
千
円
増
の
十
六
万
八
千

円
で
あ
っ
た
。

新任職員　12氏 

前列左から千田さん、赤津さん、久保さ
ん、杉田さん、山本さん、菅原局長
後列左から塚さん、藤井さん、松本さん、
中里さん、鈴木さん、江口さん

平
成
18
年
度 

私
学
助
成 

総
額
で
37
億
円
増（ 
） 
前年比 

本
学
　
は
37
億
7000
万
円 

法
人 

全
体 

日 本 大  
早 稲 田 大  
慶 應 義 塾 大  
東 海 大  
立 命 館 大  
近 畿 大  
明 治 大  
北 里 大  
順 天 堂 大  
昭 和 大  
中 央 大  
同 志 社 大  
東 京 理 科 大  
福 岡 大 学  
東京女子医科大 
関 西 大  
東京慈恵会医科大 
久 留 米 大  
関 西 学 院 大  
法 政 大 学  

（   １） 
（   ２） 
（   ３） 
（   ４） 
（  ５） 
（  ６） 
（１０） 
（  ８） 
（１１） 
（  ７） 
（  ９） 
（１２） 

¡（１６） 
¢（１９） 
£（１３） 

⁄（１５） 
¥（１４） 
ƒ（１７） 
§（２４） 

¤（１８） 

平成１８年度私大補助金 ● 交付額　　　上位２０校 ● 

（　）内の数字は前年度順位／単位億円 

124.7 
89.5 
88.0 
64.2 
52.5 
51.2 
40.9 
40.4 
39.9 
38.5 
37.5 
35.4 
34.1 
33.7 
33.1 
32.3 
31.4 
29.8 
28.9 
28.1

故
遠
藤
輝
子
助
教
授
の
ご
遺
志
に
よ
り 

鎌
倉
秀
雄
画
伯
の
絵
を
薬
学
部
に
寄
贈 

本
年
一
月
二
十
五
日
に
逝
去

さ
れ
た
薬
学
部
薬
学
科
の
故
・

遠
藤
輝
子
助
教
授
（
旧
姓
・
中

村
）
の
ご
遺
志
に
よ
り
、
鎌
倉

秀
雄
画
伯
の
絵
画
「
夕
照
」
＝

写
真
＝
が
薬
学
部
に
寄
贈
さ
れ

た
。
遠
藤
先
生
は
生
前
「
本
物

を
学
生
の
目
に
触
れ
さ
せ
た

い
」
と
こ
れ
を
希
望
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
御
遺
族
よ
り
申

し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
秀
雄
氏
は
、
現
代
日
本

画
壇
を
代
表
す
る
画
家
で
、
一

九
三
〇
年
東
京
都
に
生
ま
れ
、

安
田
靫
彦
に
師
事
。
現
在
は
、

日
本
美
術
院
理
事
と
し
て
院
展

を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

「
夕
照
」
の
ほ
か
に
も
鎌
倉
氏

か
ら
す
で
に
「
宴
」「
ア
ブ
シ

ン
ベ
ル
小
神
殿
」
の
二
点
が
本

学
に
寄
贈
さ
れ
、
薬
学
部
校
舎

15
号
館
一
階
ホ
ー
ル
に
展
示
さ

れ
て
お
り
、
「
夕
照
」
も
同
校

舎
13
号
館
に
展
示
さ
れ
た
。
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二
月
十
六
日（
金
）米
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
材
料
物
性
工
学
部
の
中
村

修
二
教
授
が
本
学
神
楽
坂
校
舎

で
特
別
講
演
を
行
っ
た
＝
写

真
。
こ
の
講
演
会
は
、
中
村
教

授
が
本
学
の
特
別
顧
問
で
あ
る

こ
と
か
ら
本
学
訪
問
の
際
に
お

願
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
一
般
の
方
か
ら
企
業

関
係
者
な
ど
、
学
外
か
ら
の
参

加
が
多
く
、
本
学
関
係
者
を
含

四
月
二
十
七
日（
金
）に
ベ
ル

サ
ー
ル
神
田
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
Ｊ
Ｓ
Ｔ
産
学
共
同
シ
ー

ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
事
業

「JST
Innovation

B
ridge

（
出
合
い
の
場
）」
東

京
理
科
大
学
研
究
シ

ー
ズ
発
表
会
を
Ｊ
Ｓ

Ｔ
と
協
賛
で
開
催
す

る
。こ

の
発
表
会
は
、

産
・
学
・
官
三
者
の

「
出
合
い
の
場
」
と

な
る
。
ま
ず
は
、
Ｊ

Ｓ
Ｔ
が
企
画
し
た

「
出
合
い
の
場
」
で

関
連
企
業
を
対
象
に

本
学
教
員
が
自
分
の

持
つ
研
究
シ
ー
ズ
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。

参
加
し
た
企
業
担

当
者
は
そ
の
研
究
シ

ー
ズ
を
企
業
の
立
場
か
ら
新
し

い
技
術
を
探
索
す
る
。
企
業
担

当
者
が
、
あ
る
研
究
シ
ー
ズ
に

興
味
を
持
つ
と
、
次
は
実
際
に

事
業
化
が
可
能
に
な
る
か
直
接

情
報
、
精
密
機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト

分
野
六
人
、
計
二
十
二
人
の
本

学
教
員
が
参
加
す
る
。

＊
詳
細
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
Ｈ
Ｐ
へ

http://w
w
w
.deainoba.jp/

教
員
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。

両
者
が
事
業
化
に
お
い
て
可
能

と
判
断
す
る
と
、
最
高
八
百
万

円
の
共
同
研
究
費
の
獲
得
に
向

け
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
「
産
学
共
同

配
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
来
、
本
学
の
研
究

成
果
の
情
報
発
信
は
、
国
内
メ

デ
ィ
ア
に
対
し
て
は
「
記
者
発

表
」
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
機
会

と
し
た
。
同
社
の
主
た
る
事
業

は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
大
学
・
研

究
機
関
に
お
け
る
研
究
成
果
情

報
等
を
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
じ
て
世

界
各
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

本
学
は
英
国R

esearch
S
E
A

社
と
契
約
し
て
、
教
員

の
研
究
成
果
や
本
学
で
行
わ
れ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
海

外
メ
デ
ィ
ア
に
発
信
す
る
こ
と

東
京
理
科
大
学
、
山
口
東
京

理
科
大
学
と
諏
訪
東
京
理
科
大

学
は
、
一
月
か
ら
教
員
の
研
究

業
績
等
に
関
す
る
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
研
究
者
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
・R

ID
A
I

」
で
は
、

様
々
な
研
究
分
野
で
活
躍
す
る

本
学
教
員
の
氏
名
、
所
属
す
る

学
会
、
受
賞
歴
、
最
新
の
論

文
・
著
書
名
な
ど
、
多
彩
な
情

報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
登
録
さ
れ
て
い
る
情

報
は
、
国
内
の
教
育
機
関
・
研

究
機
関
の
研
究
情
報
を
提
供
し

て
い
る
独
立
行
政
法
人
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の

「
研
究
開
発
支
援
総
合
デ
ィ
レ

三
月
十
四
日（
水
）〜
十
七
日

（
土
）、
文
部
科
学
省
の
私
立
大

学
高
度
化
推
進
事
業
と
し
て
本

平
成
十
八
年
度
小
玉
記
念
科

学
賞
授
与
式
が
、
三
月
二
十

日
、
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与

式
終
了
後
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
で
行
わ
れ
、
各
受
賞
者

の
名
前
が
彫
り
こ
ま
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
呈
さ
れ
た
。

小
玉
記
念
科
学
賞
は
、

科

学
技
術
振
興
会
（
小
玉
財
団
）

が
学
業
研
究
に
極
め
て
優
秀
な

子
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
会
議
二
〇
〇
七
」
を
、
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
ナ
ル
会
館
三

階
・
大
会
議
室
で
開
催
し
た
。

当
日
は
百
人
を
超
え
る
多
数

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
Ｑ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
国
際
会
議
と
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

の
主
た
る
目
的
は
、
数
学
、
物

理
学
、
情
報
科
学
、
生
命
科
学

な
ど
様
々
な
分
野
を
横
断
的
に

研
究
し
て
い
る
研
究
者
の
協
力

を
ベ
ー
ス
に
量
子
情
報
と
生
命

情
報
を
融
合
し
た
新
た
な
理
論

の
創
出
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

総
合
研
究
機
構
ナ
ノ
粒
子
健

康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
曝
露
施
設
の
お

科
　
教
授
）よ
り
施
設
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

武
田
セ
ン
タ
ー
長
ら
の
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
ナ
ノ
粒
子

が
母
マ
ウ
ス
か
ら
胎
子
に
移
行

し
、
脳
神
経
系
、
生
殖
系
と
い

う
生
体
の
維
持
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
高
度
統
合
シ
ス
テ
ム
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
本
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ナ
ノ
粒
子
濃
度
の
排
ガ
ス
を
実

験
動
物
に
曝
露
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ナ
ノ
粒
子
が
健
康
体
へ
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
を
詳

細
に
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
健
康
へ
の
影
響
の
実
体

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

⑪ 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 本

学
の
情
報
を
海
外
へ
発
信

本
学
の
情
報
を
海
外
へ
発
信

本
学
の
情
報
を
海
外
へ
発
信

研
究
成
果
等
　
英
Ｒ
・
Ｓ
Ｅ
Ａ
社
と
契
約

本学研究シーズ発表会を開催

JST Innovation Bridge ４
月
27
日

小
玉
記
念
科
学
賞
に
39
人

平
成
18
年
度

分
野
を
超
え
て
活
発
論
議

野
田
校
舎
で
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
国
際
会
議
’07
を
開
催

量
子
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

デ
ー
タ
ベ
ー
スR

ID
A
I

で

本
学
の
研
究
者
情
報
を
公
開

青色LEDの中村教授
神楽坂校舎で特別講演

体験・苦労話に場内沸く

め
百
五
十
人
を
越
え
る
聴
講
者

で
会
場
は
満
席
と
な
っ
た
。

中
村
教
授
は
テ
ー
マ
で
あ
る

「
固
体
照
明
の
未
来
像
」
を
講

演
し
た
後
、
ご
自
身
の
企
業
時

代
の
体
験
談
や
「
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」

開
発
で
の
苦
労
話
な
ど
を
話
さ

れ
た
。
講
演
後
の
参
加
者
か
ら

様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る

と
、
中
村
教
授
は
独
特
の
口
調

で
質
問
に
答
え
、
会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
て
い
た
。

学
が
実
施
し
て
い
る
ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
「
量
子
生
命
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
（
略
称
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」

（
研
究
代
表
者
‥
大
矢
雅
則
理

工
学
部
教
授
）
の
主
催
で「
量

今
回
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
国
際
会
議

に
は
、
量
子
情
報
、
量
子
確

率
、
生
命
情
報
、
確
率
過
程
な

ど
の
研
究
で
国
際
的
に
活
躍
し

て
い
る
研
究
者
の
中
か
ら
国
外

の
研
究
者
約
十
四
人
、
本
学
を

含
む
国
内
の
研
究
者
約
二
十
数

人
を
講
演
者
と
し
て
、
初
日
の

三
月
十
四
日
は
数
学
と
Ｗ
Ｎ
Ａ

（
ホ
ワ
イ
ト
ノ
イ
ズ
解
析
）
に

関
す
る
話
題
、
続
く
十
五
日
、

十
六
日
に
は
量
子
情
報
と
量
子

物
理
学
に
関
す
る
話
題
、
最
終

日
の
十
七
日
は
生
命
情
報
に
関

す
る
話
題
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
十
六
日
午
後
に
は
、

Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
初
年
度
の
報
告
会

も
兼
ね
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
本
学
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
る
研
究
室
か
ら
二
十
件
を
超

え
る
発
表
が
あ
っ
た
。

本
国
際
会
議
で
は
、
量
子
生

命
情
報
の
基
礎
の
構
築
と
い
う

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
向
か
っ
て
様
々

な
分
野
の
研
究
者
が
国
内
外
か

ら
一
堂
に
会
し
、
分
野
を
超
え

た
横
断
的
な
議
論
が
活
発
に
な

さ
れ
、
国
際
的
に
見
て
も
類
例

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

披
露
目
式
が
、三
月
五
日
、野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、武
田

健
セ
ン
タ
ー
長
（
薬
学
部
薬
学

成
績
を
修
め
た
者
に
贈
る
賞

で
、
卒
業
生
の
う
ち
各
学
科
か

ら
推
薦
さ
れ
た
者
に
贈
ら
れ

る
。本

年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）
。

【
理
一
】
数
学
・
松
本
久
明
／

物
理
・
吉
村
真
悟
／
化
学
・
遠

藤
和
洋
／
数
情
・
後
藤
万
由
／

応
物
・
影
井
誠
一
郎
／
応
化
・

中
小
田
舞

【
理
二
】
数
学
・
山
賀
信
行
／

物
理
・
村
方
翼
／
化
学
・
黒
河

友
昭

【
薬
学
】
薬
学
・
赤
池
史
子
／

製
薬
・
藤
田
和
希

【
工
一
】
建
築
・
新
谷
昌
代
／

工
化
・
山
際
清
史
／
電
気
・
横

山
あ
み
／
経
営
・
高
田
亜
実
／

機
械
・
松
本
壮
史

【
工
二
】
建
築
・
佐
藤
多
恵

子
／
電
気
・
松
島
真
／
経
営
・

中
村
康
宏

【
理
工
】
数
学
・
合
井
隆
人
／

物
理
・
梶
公
智
／
情
報
・
羽
鳥

明
日
佳
／
応
生
・
村
田
紗
弥

香
／
建
築
・
松
本
巨
志
／
工

化
・
b
橋
歩
／
電
情
・
武
捨
章

洋
／
経
営
・
河
野
碧
／
機
械
・

齋
藤
陽
介
／
土
木
・
広
瀬
泰
之

【
基
礎
】
電
子
・
大
久
保
隆
／

材
料
・
山
口
道
隆
／
生
物
・
佐

藤
高
士

【
経
営
】
経
営
・
黒
岡
怜
平

【
山
口
理
大
】
電
情
・
神
山
祥

太
郎
／
物
環
・
宮
口
幸

【
諏
訪
理
大
】
電
子
・
伊
藤
康

司
／
機
械
・
渡
辺
友
太
／
経

営
・
久
保
寺
和
昭

【
企
業
人
】
学
校
法
人
大
東
文

化
学
園
理
事
長
・
國
岡
昭
夫

研
究
、
技
術
移
転
、
国
際
交
流

な
ど
に
関
し
て
、
様
々
な
反
響

が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
国

際
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

＊
同
社
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://www.researchsea.com/

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
研

究
成
果
等
を
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
海
外
か
ら
本
学
の
研
究

者
に
接
触
を
図
っ
て
く
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。海

外
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
、
本
学
の
研
究
成
果
の
情
報

を
記
事
化
し
て
報
道
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
海
外
の
大
学
、
研

究
機
関
や
企
業
等
か
ら
、
共
同

が
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
海
外

メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、
個
々

の
研
究
者
が
専
門
誌
な
ど
に
発

表
す
る
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
同
社

ク
ト
リ
（R

eaD
）
に
提
供
す

る
た
め
、R

eaD

で
も
同
様
の

情
報
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
従

来
一
人
ひ
と
り
の
研
究
者
が
自

ら
の
研
究
情
報
をR

eaD

に
登

録
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

改
め
て
、
本
学
の
「R

ID
A
I

」

に
研
究
情
報
を
入
力
す
れ
ば
、

一
定
期
間
（
約
四
ヵ
月
）
毎
に
、

こ
れ
をR

eaD

に
転
送
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

の

「R
ID
A
I

」
と
い
う
呼
称
は
、

R
ik
ad
ai's

In
teg
ral

D
atabase

of
A
cadem

ic
Inform

ation

の
略
で
、
東

京
理
科
大
学
の
略
称
「
理
大
」

の
ロ
ー
マ
字
書
き
で
も
あ
り
、

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
化
事
業
・
顕
在
化
ス

テ
ー
ジ
」
へ
応
募
す
る
。

審
査
を
ク
リ
ア
し
て

最
長
一
年
間
の
顕
在
化

ス
テ
ー
ジ
終
了
後
は
、

更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

（
本
格
化
事
業
化
）
す

る
た
め
最
長
四
年
間
で

最
高
二
億
円
の
研
究
開

発
費
が
提
供
さ
れ
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
プ
ラ
ン
」
へ
進
め
る

こ
と
と
な
る
。

当
日
は
医
療
・
バ
イ

オ
分
野
十
人
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
六

人
、
電
子
デ
バ
イ
ス
・

国内外から多数の参加者を集めて開かれたQBIC国際会議

披露されたディーゼル排ガス曝露施設

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
研
究
者

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
こ
ち
ら
で
す
　

講
演
す
る
竹
内
伸
学
長

講
演
す
る
大
矢
雅
則
教
授

ディーゼル排ガス曝露施設お披露目
ナノ粒子の健康への影響精査が可能に

▲



（ 7 ） 2007年（平成19年） ４月26日（木） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 6 5号

本
学
は
、
一
八
八
一
年
に
東

京
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

若
い
二
十
一
人
の
理
学
士
に
よ

り
「
東
京
物
理
学
講
習
所
」
と

し
て
創
立
さ
れ
、
二
年
後
に
東

京
物
理
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

そ
の
建
学
の
理
念
は
「
法
文
学

の
諸
学
科
に
比
べ
て
理
学
の
諸

学
科
の
進
歩
が
著
し
く
遅
れ
て

い
る
の
で
、
国
の
発
展
の
た
め

に
理
学
の
普
及
を
行
う
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
東

京
物
理
学
校
で
教
育
を
受
け
た

多
く
の
卒
業
生
が
、
明
治
・
大

正
期
の
エ
リ
ー
ト
養
成
学
校
で

あ
る
中
等
学
校
や
師
範
学
校
の

教
壇
に
立
ち
、
理
学
の
普
及
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
教

育
方
針
と
し
て
は
、
創
立
以

来
、
真
に
実
力
を
身
に
つ
け
た

学
生
の
み
を
卒
業
さ
せ
る
と
い

う
「
実
力
主
義
」
を
旨
と
し
、

今
日
ま
で
そ
の
伝
統
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

昭
和
に
入
り
応
用
理
化
学
部

が
設
置
さ
れ
、
一
九
四
九
年
に

新
制
大
学
の
発
足
と
と
も
に
東

京
理
科
大
学
に
改
組
さ
れ
て
、

理
学
部
に
続
い
て
薬
学
部
、
工

学
部
、
理
工
学
部
、
基
礎
工
学

部
、
経
営
学
部
が
次
々
に
設
置

さ
れ
、
今
日
で
は
八
学
部
三
十

三
学
科
、
八
研
究
科
二
十
七
専

攻
を
擁
す
る
本
邦
私
学
随
一
の

科
学
に
関
す
る
理
解
が
進
む
と

と
も
に
、
科
学
技
術
の
急
速
な

進
歩
に
よ
り
先
進
国
で
は
高
度

技
術
社
会
が
実
現
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
人
々
の
生
活
は
大
き

く
改
善
さ
れ
便
利
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
二
十
世
紀
は

題
に
加
え
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読

に
よ
っ
て
生
じ
た
生
命
倫
理
に

対
す
る
取
り
組
み
、
経
済
効
率

優
先
の
社
会
の
も
と
で
の
技
術

者
倫
理
の
問
題
な
ど
、
科
学
技

術
の
発
展
と
と
も
に
新
た
に
解

決
す
べ
き
問
題
が
浮
上
し
て
き

頭
と
す
る
応
用
諸
科
学
お
よ
び

技
術
の
発
展
と
そ
れ
に
基
づ
く

二
十
一
世
紀
の
知
識
基
盤
社
会

の
淵
源
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば

「
理
学
の
普
及
」
と
い
う
本
学

の
建
学
の
理
念
は
、
二
十
一
世

紀
に
お
い
て
一
層
重
要
性
を
ま

理
工
系
総
合
大
学
と
し
て
、
本

学
は
、
自
然
お
よ
び
生
命
現
象

の
本
質
と
原
理
を
解
明
し
人
類

の
叡
智
の
増
進
を
め
ざ
す
「
理

学
の
知
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
・
技
術
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
人
類
の
活
動
の
充
実
と
高

度
化
に
貢
献
す
る
「
工
学
の
知
」

を
協
働
さ
せ
「
自
然
と
人
間
の

調
和
的
か
つ
永
続
的
な
繁
栄
へ

の
貢
献
」
を
め
ざ
す
教
育
と
研

究
を
行
う
。

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
学
部

に
あ
っ
て
は
、
実
力
主
義
の
伝

統
を
堅
持
し
つ
つ
、
幅
広
い
視

野
を
涵
養
す
る
教
養
教
育
と
、

理
工
系
総
合
大
学
と
し
て
理

学
・
薬
学
・
工
学
分
野
の
基
礎

教
育
お
よ
び
最
先
端
の
専
門
教

育
を
行
う
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
正
し
い
倫
理
観
と
豊
か
な

人
間
性
を
備
え
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
た
科
学
者
・
技
術
者
お

よ
び
本
学
が
伝
統
と
し
て
そ
の

実
績
を
誇
る
理
数
教
育
者
を
養

成
す
る
。

大
学
院
に
お
い
て
は
、
学
問

の
自
由
を
基
礎
に
、
理
学
、
薬

学
、
工
学
の
高
度
な
理
論
お
よ

び
応
用
を
教
授
・
研
究
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
卓
抜
し
た
研

究
拠
点
を
形
成
す
る
。
同
時

に
、
確
か
な
基
礎
知
識
に
裏
付

け
ら
れ
た
広
い
視
野
と
柔
軟
な

思
考
力
に
加
え
て
、
正
し
い
倫

理
観
と
豊
か
な
人
間
性
お
よ
び

国
際
的
視
野
を
備
え
、
独
創
性

に
富
み
開
拓
者
精
神
旺
盛
な
人

材
を
育
成
す
る
。

四
月
は
出
発

の
季
節
で
す
。

新
入
生
は
慣
れ

な
い
大
学
の
シ
ス
テ
ム
と
環
境

に
戸
惑
い
な
が
ら
学
生
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り
、
大

学
院
の
一
年
生
や
卒
研
生
も
、

慣
れ
た
環
境
と
は
い
え
新
た
な

研
究
・
勉
学
の
場
と
仲
間
と
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
四
月
は
ま
た
、

再
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
の
大
学
生
活
が
不

が
、
そ
ん
な
状
態
で
し
ょ
う

か
。こ

の
記
事
を
読
ん
で
も
し
思

い
当
た
る
人
が
い
た
ら
、
自
分

の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
分
を
誰
か

に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や

友
人
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の

看
護
師
さ
ん
や
相
談
室
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
話
す
こ
と
で
気
が

楽
に
な
り
少
し
気
持
ち
を
前
向

き
に
で
き
る
よ

う
に
な
る
も
の

で
す
。

一
人
で
考
え
込
ん
で
何
と
か

し
よ
う
と
す
る
の
は
余
り
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
話
す
こ

と
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
の

整
理
が
で
き
、
解
決
の
糸
口
が

見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。

（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）

本
意
だ
っ
た
人
は
「
今
年
こ
そ

は
」
と
前
向
き
に
取
り
組
も
う

と
考
え
、
張
り
切
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
四
月
後
半

か
ら
気
を
つ
け
て
欲
し
い
の
が

気
分
の
浮
き
沈
み
で
す
。
履
修

申
告
の
終
わ
る
頃
か
ら
「
大
学

の
生
活
に
な
じ
め
な
い
」「
講

義
に
つ
い
て
い
け
な
い
」「
張

り
切
っ
た
分
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
始
め
て
い
る
」
な
ど
気

分
が
落
ち
込
む
人
が
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
Ｇ
Ｗ
を
迎
え
る
と
、

頑
張
っ
て
や
っ
て
き
た
だ
け
気

が
緩
ん
で
、
休
み
明
け
か
ら
大

学
に
通
う
の
が
辛
く
な
り
休
み

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
「
五
月

病
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

5

本
学
の
新
た
な
教
育
研
究
理
念 

自
然
・
人
間
・
社
会
と
こ
れ
ら
の
調
和
的 

発
展
の
た
め
の
科
学
と
技
術
の
創
造 

理
工
系
総
合
大
学
に
発
展
し

た
。本

学
が
こ
の
目
覚
し
い
発
展

を
と
げ
た
一
世
紀
余
の
間
に
社

会
情
勢
、
世
界
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
た
。
二
十
世
紀
に
は
極

め
て
急
速
に
自
然
科
学
、
生
命

「
戦
争
の
世
紀
」
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、
核
兵
器
に
代
表
さ

れ
る
高
性
能
兵
器
が
開
発
さ

れ
、
悲
惨
な
結
果
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
ま
た
、
資
源
の
大
量
消

費
が
も
た
ら
す
環
境
破
壊
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
枯
渇
な
ど
の
問

た
。こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も

と
、
わ
が
国
は
「
科
学
技
術
創

造
立
国
」
に
よ
る
国
の
発
展
と

国
際
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

理
学
す
な
わ
ち
今
日
で
い
う

「
基
礎
科
学
」
が
、
工
学
を
筆

し
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
に
鑑
み
、
教
育

研
究
理
念
と
し
て
「
自
然
・
人

間
・
社
会
と
こ
れ
ら
の
調
和
的

発
展
の
た
め
の
科
学
と
技
術
の

創
造
」
を
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

理
学
と
工
学
の
両
分
野
を
も
つ

モ
ヤ
モ
ヤ
・
落
ち
こ
み
に
注
意 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員 

本
学
か
ら
11
人
採
用
内
定 

平
成
十
九
年
度
の
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
が
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
十
一
人
の
学
生

ら
が
採
用
内
定
し
た
。

特
別
研
究
員
制
度
は
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ
た
若
手

研
究
者
に
対
し
て
研
究
奨
励
金

を
支
給
す
る
制
度
で
、
四
月
の

採
用
後
、
国
公
私
立
大
学
や
大

学
共
同
利
用
機
関
、
国
公
立
研

究
機
関
な
ど
で
研
究
に
従
事
す

る
。本

年
度
の
申
請
者
数
は
全
国

で
一
万
千
九
百
十
七
人
で
、
本

学
か
ら
は
六
十
七
人
が
申
請
し

た
。
昨
年
度
全
国
採
用
率
が
一

三
・
三
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
本
学
の
採
択
率
が
い
か
に

高
い
水
準
か
が
伺
え
る
。

日
本
学
術
振
興
会
は
、
学
術

研
究
の
助
成
、
研
究
者
の
養
成

の
た
め
の
資
金
の
支
給
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
学
術
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
で
あ

る
。
同
振
興
会
は
、
特
別
研
究

員
制
度
の
ほ
か
、
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
る
研
究
助
成
も
行

っ
て
い
る
。

【
採
用
内
定
者
】

◇
区
分
‥
Ｄ
Ｃ
２

（
博
士
課
程
２
・
３
年
次
）

岩
澤
　
英
明
（
理
研
）

鈴
木
健
一
郎
（
理
工
研
）

塩
見
　
　
徹
（
理
工
研
）

五
東
　
弘
昭
（
工
研
）

中
尾
　
一
久
（
基
工
研
）

福
田
　
隆
一
（
基
工
研
）

◇
区
分
‥
Ｄ
Ｃ
１

（
博
士
課
程
１
年
次
）

早
藤
　
麻
美
（
理
研
）

鈴
木
　
健
太
（
理
研
）

佐
々
木
洋
子
（
理
工
研
）

影
沢
　
達
夫
（
基
工
研
）

鈴
木
　
恭
子
（
経
営
研→

東
大
）

※
（

）
内
は
平
成
18
年
度
の

所
属

◇
日
本
学
術
振
興
会
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.jsps.go.jp/

index.htm
l

＜（株）は省略＞ 

企業名・省庁名等 内定 
者数 

建
　
　
　
設 

業
種 

・
ゴ
ム
・
窯
業 

繊
維
・
石
油 

金
属
製
品 

非
鉄
・ 

 

電
　
気
　
機
　
械
　
器
　
具 

輸
送
用
機
械
器
具 

化
学
工
業 

医
薬
・
化
粧
品 

食
料
品 

輸
送
用
機
械
器
具 

そ
の
他
製
造 

商
　
　
業 

金
融
・
保
険
・
証
券 

不
動
産 
情
報
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス 

運
輸
・
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

国
家
公
務
員 

広
告 

放
送
・ 

地
方
公
務
員 

教
　
育 

平成18年度    主な就職内定先 

機
械
・
精
密 

6 
4 
4 
3 
3 
3 
12 
11 
4 
4 
5 
5 
5 
4 
4 
4 
3 
3 
10 
10 
4 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
5 
3 
3 
12 
10 
8 
8 
6 
5 
4 
3 
3 
3 
26 
15 
14 
14 
12 
11 
10 
10 
10 
9 
8 
8 
8 
8 
8 
7 
7 
7 
6 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
5 
3 
4 
2 
2 
10 
6 
4 
4 
3 
3 
12 
8 
4 
3 
2

大和ハウス工業 
竹中工務店 
清水建設 
大成建設 
積水ハウス 
大林組 
鹿島建設 
パナホーム 
長谷工コーポレーション 
旭化成ホームズ 
高砂熱学工業 
三井住友建設 
三機工業 
大東建託 
大明 
キリンビール 
日本たばこ産業 
味の素 
ブリヂストン 
東レ 
ＴＯＴＯ 
出光興産 
日本ゼオン 
日産化学工業 
旭化成 
昭和電工 
東洋インキ製造 
ライオン 
花王 
京セラケミカル 
三菱ガス化学 
住友スリーエム 
積水化学工業 
東京応化工業 
日立化成工業 
富士フイルム 
中外製薬 
エーザイ 
久光製薬 
資生堂 
アストラゼネカ 
ヤンセンファーマ 
小野薬品工業 
武田薬品工業 
佐藤製薬 
大正製薬 
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン 
協和発酵工業 
フジクラ 
三菱マテリアル 
三菱重工業 
石川島播磨重工業 
テルモ 
オリンパス 
ファナック 
オルガノ 
セガサミーホールディングス 
日立製作所 
ソニー 
日本電気 
キヤノン 
リコー 
富士通 
東芝 
三菱電機 
富士ゼロックス 
日本ヒューレット・パッカード 
日本アイ・ビー・エム 
セイコーエプソン 
イビデン 
シャープ 
横河電機 
小糸製作所 
村田製作所 
カシオ計算機 
旭化成エレクトロニクス 
アルバック 
図研 
キヤノン電子 
ユニデン 
沖電気工業 
松下電工 
東京エレクトロンＡＴ 
日本ケミコン 
トヨタ自動車 
本田技研工業 
日産自動車 
デンソー 
マツダ 
豊田自動織機 
スズキ 

12 
10 
9 
9 
6 
5 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
6 
5 
4 
3 
7 
6 
5 
5 
5 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
12 
8 
6 
5 
5 
5 
5 
5 
4 
4 
3 
3 
6 
4 
9 
8 
7 
6 
5 
4 
4 
29 
27 
22 
19 
17 
15 
11 
11 
11 
9 
8 
7 
6 
6 
6 
5 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
26 
17 
12 
10 
10 
9 
9

富士重工業 
ヤマハ発動機 
川崎重工業 
いすゞ 自動車 
ボッシュ 
日野自動車 
大日本印刷 
凸版印刷 
岡村製作所 
朋和産業 
大塚商会 
ＹＫＫＡＰ 
キヤノンマーケティングジャパン 
クラフト 
興和 
東京エレクトロン 
ロック・フィールド 
総合メディカル 
三井住友銀行 
三菱東京ＵＦＪ銀行 
みずほフィナンシャルグループ 
八十二銀行 
日興コーディアル証券 
日本生命保険（相） 
野村證券 
りそなホールディングス 
損害保険ジャパン 
大和証券グループ本社 
みずほインベスターズ証券 
新光証券 
センチュリー２１オープンハウス 
日拓リアルエステート 
野村不動産 
東日本旅客鉄道 
東日本電信電話 
ＮＴＴコミュニケーションズ 
全日本空輸 
東京電力 
ＫＤＤＩ 
日立物流 
ＮＴＴドコモ 
日本航空 
ソフトバンクＢＢ 
ＮＴＴデータ 
みずほ情報総研 
野村総合研究所 
ヤフー 
大和総研 
アイ・ティ・フロンティア 
日本総合研究所 
ＮＥＣソフト 
伊藤忠テクノソリューションズ 
ＮＴＴコムウェア 
ＣＳＫシステムズ 
日立情報システムズ 
新日鉄ソリューションズ 
日本ユニシス 
日立ソフトウェアエンジニアリング 
インテック 
アクセンチュア 
シミック 
東京ＣＲＯ 
ＪＡＬインフォテック 
ＮＴＴデータフロンティア 
ＴＩＳ 
日本電気通信システム 
富士ソフト 
富士通エフ・アイ・ピー 
電通国際情報サービス 
日立システムアンドサービス 
ＮＥＣエンジニアリング 
トランスコスモス 
ニッセイ情報テクノロジー 
東京三菱インフォメーションテクノロジー 
日本電子計算 
日立電子サービス 
リクルート 
ＵＳＥＮ 
特許庁 
経済産業省 
国土交通省 
東京都（都職員） 
千葉県（県職員） 
警視庁 
埼玉県（県職員） 
埼玉県　さいたま市職員 
神奈川県（県職員） 
東京都公立学校教員 
千葉県公立学校教員 
茨城県公立学校教員 
神奈川県公立学校教員 
群馬県公立学校教員 

本
学
へ
の
高
い
評
価 

平
成
18
年
度
就
職
 

求
人
大
幅
増

求
人
大
幅
増
、内
定
内
定
率
96
％ 

求
人
大
幅
増
、内
定
率
96
％ 

平
成
十
八
年
度
の
就
職
状
況

は
、
景
気
回
復
に
伴
う
業
績
の

拡
大
、
本
格
化
す
る
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
や
人
口
減
少
問
題

の
対
応
な
ど
を
背
景
に
し
て
、

企
業
の
採
用
意
欲
は
「
バ
ブ
ル

期
」
並
み
の
感
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
本
学
に

対
す
る
求
人
件
数
は
五
千
三
百

五
十
四
件
に
達
し
、
対
前
年
比

二
三
％
増
と
大
幅
に
増
加
し

た
。
業
種
別
に
は
建
設
、
非

鉄
・
金
属
製
品
、
電
機
、
機

械
、
自
動
車
等
の
製
造
業
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
非
製
造
業

で
は
情
報
産
業
、
金
融
・
保

険
・
証
券
等
が
増
加
し
て
い

る
。
都
道
府
県
別
で
は
首
都
圏
、

中
京
圏
、
近
畿
圏
を
中
心
に
総

じ
て
増
加
し
て
い
る
。

次
に
、
本
学
の
就
職
内
定
率

は
九
六
％
（
３
月
15
日
現
在
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学

の
教
育
理
念
で
あ
る
「
実
力
主

義
」
を
貫
い
て
き
た
こ
と
が
企

業
に
高
く
評
価
さ
れ
、
信
頼
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
教
員
採
用
状
況
は
、
団
塊

世
代
の
大
量
退
職
な
ど
に
よ
り

需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
公

就
職
課
で
は
低
学
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
、
公
務
員
・
教
員
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
マ
ナ
ー
講

習
会
、
面
接
講
習
会
、
各
種
試

験
対
策
模
試
な
ど
様
々
な
キ
ャ

立
・
私
立
学
校
教
員
と
し
て
九

十
一
人
が
内
定
し
て
い
る
。
ま

た
公
務
員
関
係
で
は
国
家
・
地

方
公
務
員
と
し
て
八
十
九
人
が

内
定
し
て
い
る
。
な
お
、
大
学

院
修
士
課
程
に
は
千
六
百
九
人

（
昼
間
部
進
学
率
四
九
％
）
が

進
学
し
て
い
る
。

リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
る
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

積
極
的
に
参
加
願
い
た
い
。

ま
た
、
就
職
活
動
に
お
け
る

悩
み
事
の
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
に

関
す
る
進
路
相
談
や
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書
の
添
削
な

ど
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
就
職

課
・
就
職
相
談
室
の
大
い
な
る

活
用
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

就
職
課
・
相
談
室
の
積
極
的
活
用
を

本
学
の
教
育
研
究
理
念
の
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。 
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【
同
窓
生
】

◇
金
五
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
六
五
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
西
　
敏
治
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

天
野
　
　
久
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

沓
澤
虔
太
郎
様

（
累
計
金
五
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

諏
訪
部
充
弘
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
村
　
和
夫
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

佐
藤
　
秀
方
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
川
　
公
治
様

（
累
計
金
三
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

山
田
　
義
幸
様

（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円

水
野
　
　
澄
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

江
田
　
五
男
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
井
　
良
吉
様

（
累
計
金
一
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
林
　
　
節
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

櫻
庭
　
順
三
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
九
〇
、〇
〇
〇
円

大
柳
　
繁
造
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

飯
原
　
万
紀
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

馬
場
　
雅
子
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

青
川
　
　
清
様

阿
部
　
治
男
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

井
本
　
成
俊
様

日
下
　
大
樹
様

黒
崎
　
弘
康
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
邦
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
恭
子
様

b
嶋
　
義
明
様

b
野
　
京
子
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
新
年
茶
話
会
開
く

平
成
十
八
年
度
理
窓
会
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
賞
」
が
、
一
月
六
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
理
窓

会
」
の
新
年
茶
話
会
に
お
い
て

発
表
さ
れ
、
次
の
二
人
の
方
々

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
川
　
正
子
様

田
中
　
理
房
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

常
見
　
俊
明
様

角
田
　
智
良
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

寺
本
　
富
彦
様

鳥
海
　
辰
雄
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

根
本
　
悦
朗
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
谷
川
智
哉
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

林
　
　
　
理
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田
　
容
久
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
内
原
勝
男
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
建
己
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
弘
行
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

渡
邊
　
一
郎
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

田
中
　
　
実
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

石
井
　
　
智
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
正
博
様

加
藤
　
倫
子
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
野
　
祐
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

工
藤
　
政
勝
様

菰
田
　
　
肇
様

近
藤
　
繁
久
様

沢
辺
　
雅
二
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

白
濱
　
　
傳
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
枝
　
泰
治
様

b
橋
　
　
勝
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

立
花
　
宏
俊
様

田
村
　
　
仁
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
増
三
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
村
美
佐
子
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

古
橋
　
一
男
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

細
川
　
龍
也
様

益
満
　
孝
一
様

八
巻
　
由
孝
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

職
大
学
院
教
授
、
元
読
売
新
聞

論
説
委
員
）

理
窓
会
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
」

は
、
東
京
理
科
大
学
、
山
口
東

顧
問
・
前
会
長
）

▽
馬
場
錬
成

氏
（
本
学
専
門

▽
池
田
佐
喜
男
氏
（
理
窓
会

児
島
　
　
紘
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡
　
　

様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
一
、四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

池
北
　
雅
彦
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

古
舘
　
信
生
様

（
累
計
金
五
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
九
〇
、〇
〇
〇
円

爲
我
井
哲
夫
様

（
累
計
金
五
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円

山
田
　
俊
彦
様

（
累
計
金
三
、八
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

は
、
大
学
・
企
業
の
研
究
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
大
学
・
高

校
・
中
学
等
の
教
員
と
し
て
研

究
教
育
に
従
事
し
て
い
る
ほ

京
理
科
大
学
、
諏
訪
東
京
理
科

大
学
の
名
声
に
多
大
に
寄
与
し

た
同
窓
に
理
窓
会
か
ら
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。
三
大
学
の
卒
業
生

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋
　
修
司
様

（
累
計
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

林
田
　
　
實
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

守
屋
　
　
茂
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
崎
　
秀
樹
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
知
明
様
　
匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

新
垣
　
　
保
様

五
十
嵐
秀
夫
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

泉
田
　
　
保
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

犬
飼
　
　
透
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
友
　
良
太
様

久
保
　
卓
也
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

紺
屋
　
　
進
様

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

渡
辺
　
恒
夫
様

（
累
計
金
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
一
四
五
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

藤
野
　
仁
三
様

（
累
計
金
三
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円

橘
　
　
孝
二
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
山
　
　
賢
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円

河
村
　
　
洋
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
部
　
　
良
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
井
　
孝
夫
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
井
　
行
弘
様

に
贈
ら
れ
ま
す
。

夏
目
漱
石
の
名
著
『
坊
っ
ち

ゃ
ん
』
で
、
主
人
公
の
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
」
は
東
京
理
科
大
学
の

活
動
と
貢
献
に

よ
り
母
校
の
名

誉
を
高
め
た
方

か
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で
目

覚
し
い
活
躍
を
し
て
大
き
な
貢

献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
賞
」
は
、
こ
れ
ら
の

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

泉
　
　
宏
紀
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

王
谷
　
洋
平
様

大
宮
　
喜
文
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

亀
山
　
亜
土
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤
田
　
利
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

庄
野
　
　
厚
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
智
順
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

千
葉
　
　
明
様

早
川
あ
け
み
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

深
谷
　
公
男
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

古
川
　
猛
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
井
田
陸
郎
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

前
身
で
あ
る
東
京
物
理
学
校
を

卒
業
し
て
、
旧
制
松
山
中
学
の

教
師
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
に

な
っ
て
お
り
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
」

は
こ
の
こ
と
に
因
ん
で
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

＊
理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.
jp/index.htm

l

森
地
　
重
暉
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
善
靖
様

和
田
　
雅
美
様

匿
名
　
十
一
名

◇
金
九
五
、〇
〇
〇
円

清
水
　
克
彦
様

（
累
計
金
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
九
〇
、〇
〇
〇
円

眞
田
　
克
典
様

（
累
計
金
四
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

菊
地
　
　
正
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
六
五
、〇
〇
〇
円

赤
上
　
　
好
様

（
累
計
金
二
五
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

上
田
　
昌
毅
様

（
累
計
金
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
八
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
の
関

連
組
織
で
あ
る
理
窓
博
士
会

は
、
新
た
に
博
士
の
学
位
を
取

得
さ
れ
た
同
窓
生
と
本
学
教
員

を
招
い
て
、
毎
年
、
記
念
講
演

会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
ど
な
た
で
も
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

山
崎
　
仁
志
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

横
田
　
允
男
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
、八
五
〇
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

田
邊
　
謙
太
様

西
村
　
実
三
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
山
　
　
稔
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

露
木
　
哲
司
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

今
村
　
彰
啓
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

君
塚
　
正
勝
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
玉
　
将
門
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

杉
山
　
秋
彦
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
橋
　
秀
一
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

玉
置
　
　
充
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

千
田
　
修
平
様

中
埜
　
正
一
様

西
村
　
静
雄
様

福
森
　
誠
治
様

宮
里
　
郁
子
様

宮
地
　
成
美
様

村
上
　
誠
之
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
極
　
時
生
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
口
　
文
夫
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

小
澤
　
基
男
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

手
塚
　
秀
貴
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
迫
須
奈
夫
様

三
楠
　
正
広
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

鳥
谷
　
　
惇
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

赤
羽
　
正
春
様

菊
地
　
洋
一
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

八
角
　
　
俊
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
木
　
正
路
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

原
　
　
文
雄
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

横
山
　
和
夫
様

（
累
計
金
一
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
五
〇
、〇
〇
〇
円

安
藤
　
正
海
様

（
累
計
金
一
四
九
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

内
海
　
文
彰
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
山
　
　
望
様

（
累
計
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

工
藤
　
昭
彦
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

倉
渕
　
　
隆
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

酒
井
　
吉
雄
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本
　
正
典
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水
　
　
大
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水
　
　
眞
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

浜
畑
　
芳
紀
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田
　
幸
夫
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

星
　
　
　
肇
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

穂
積
　
信
道
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
川
　
良
男
様

（
累
計
金
三
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
口
　
正
弘
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下
　
輝
雄
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
幸
人
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
五
名

◇
金
四
五
、〇
〇
〇
円

岩
崎
　
　
等
様

（
累
計
金
二
六
五
、〇
〇
〇
円
）

谷
口
　
　
淳
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

加
納
　
　
誠
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉
　
高
志
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口
　
速
男
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
島
　
　
純
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
三
四
三
、〇
〇
〇
円
）

柳
田
　
昌
宏
様

（
累
計
金
三
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
、〇
〇
〇
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
二
八
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
日
時
‥
七
月
二
十
一
日
（
土
）

十
三
時
三
〇
分
〜
十
七
時

◇
会
場
‥
神
楽
坂
校
舎
１
号
館

17
階
記
念
講
堂

◇
対
象
‥
学
生
お
よ
び
一
般

（
直
接
受
付
に
お
出
で
下
さ
い
）

◇
内
容
▽
新
学
位
取
得
者
に
よ

る
研
究
発
表
会
▽
記
念
講
演

会

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

浅
野
　
　
比
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

柴
田
　
裕
史
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井
　
　
繁
様

（
累
計
金
三
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村
　
哲
雄
様

（
累
計
金
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
譲
二
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

広
瀬
　
啓
雄
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
山
　
好
幸
様

（
累
計
金
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島
　
博
文
様

（
累
計
金
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
留
　
通
紀
様

（
累
計
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
館
　
寛
大
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

茅
壁
　
猛
幸
様

（
累
計
金
一
八
五
、〇
〇
〇
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本
　
　
哲
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
内
　
裕
一
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
九
、〇
〇
〇
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

b
橋
　
正
一
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

中
村
　
一
夫
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
一
二
、〇
〇
〇
円

村
田
　
英
則
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
、三
〇
〇
円

牧
　
　
高
司
様

（
累
計
金
二
七
三
、八
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

巻
田
　
悦
郎
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木
　
　
舞
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
田
　
　
大
様

◇
参
加
費
‥
無
料

◇
お
問
い
合
わ
せ
‥
半
谷
精
一

郎
（hangai@

ee.kag
u.tus.ac.jp

）
ま
で

＊
講
演
会
終
了
後
に
祝
賀
会

（
会
費
制
）
を
大
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

＊
詳
細
は
理
窓
博
士
会
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.rs.suw

a.
tus.ac.jp/risoudr/

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
七
、〇
〇
〇
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
六
七
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
五
八
、〇
〇
〇
円
）

関
根
　
　
広
様

匿
名
　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

様◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
竹
中
工
務
店
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
菱
冷
熱
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
様

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
熊
谷
組
　
首
都
圏
支
店

様（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
岡
村
製
作
所
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
ア
イ
・
ワ
ン
様

◇
金
五
九
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
東
京
大
学
Ｔ
Ｌ
Ｏ
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

ア
ル
パ
イ
ン
株
式
会
社
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

日
揮
株
式
会
社
様

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
日
本
ド
リ
コ
ム
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
エ
ヌ
デ
ー
デ
ー
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

日
本
体
育
施
設
株
式
会
社
様

匿
名
　
一
社

【
団
体
】

◇
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円

清
水
建
設
株
式
会
社
　
理
窓
会
　
様

松
井
　
啓
治
様
　
飯
塚
　
弘
之
様

飯
塚
　
　
実
様
　
石
原
　
孝
光
様

内
田
　
秀
樹
様
　
梅
森
　
宏
明
様

大
竹
　
宏
之
様
　
岡
田
　
直
之
様

小
口
登
史
樹
様
　
小
野
　
公
義
様

角
田
　
宜
優
様
　
勝
俣
　
紀
幸
様

加
藤
　
　
潤
様
　
加
藤
　
忠
司
様

神
山
　
　
豊
様
　
川
島
　
　
実
様

木
内
　
　
修
様
　
北
沢
俊
太
郎
様

北
原
　
陽
二
様
　
木
下
　
守
弘
様

木
村
　
英
喜
様
　
木
村
　
　
博
様

栗
山
　
誠
司
様
　
小
泉
　
　
拡
様

小
林
　
光
義
様
　
坂
田
　
寛
明
様

笹
本
　
　
篤
様
　
佐
藤
　
　
浩
様

澤
田
　
　
敏
様
　
塩
川
　
良
治
様

篠
田
　
竜
也
様
　
柴
戸
　
　
修
様

清
水
　
幹
雄
様
　
関
　
　
雅
也
様

関
口
　
　
彰
様
　
高
木
　
史
人
様

高
橋
　
　
進
様
　
田
代
　
直
俊
様

田
中
賢
治
郎
様
　
田
中
　
　
忍
様

田
中
　
駿
一
様
　
束
田
　
淳
行
様

辻
　
　
　
徹
様
　
寺
尾
　
　
信
様

戸
沢
　
正
美
様
　
友
永
　
久
雄
様

中
島
　
正
喜
様
　
中
島
　
光
夫
様

長
嶺
　
　
博
様
　
中
村
　
弘
幸
様

縄
田
　
龍
一
様
　
野
萱
　
勝
久
様

野
村
　
義
明
様
　
橋
本
　
　
勉
様

長
谷
部
隆
三
様
　
服
部
　
由
二
様

馬
場
　
宗
康
様
　
半
田
　
宜
之
様

日
向
野
　
登
様
　
平
沢
　
　
卓
様

広
田
　
正
之
様
　
福
地
　
一
彦
様

福
地
　
　
学
様
　
福
原
　
清
二
様

福
森
　
一
紀
様
　
堀
内
　
澄
夫
様

松
本
　
　
茂
様
　
松
本
　
博
行
様

宮
川
　
　
昇
様
　
宮
本
　
雅
昭
様

三
好
　
清
行
様
　
望
月
　
茂
利
様

森
田
　
邦
生
様
　
矢
川
　
明
弘
様

安
中
健
太
郎
様

雅
晴
様
　

湯
山
得
一
郎
様

良
峯
　
秀
彦
様

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

Ｒ
Ｙ
Ｃ
理
窓
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
様

池
谷
　
彦
政
様
　
天
野
　
貞
夫
様

大
熊
　
清
二
様
　
香
月
　
　
崇
様

香
月
　
久
生
様
　
甲
藤
　
雅
臣
様

加
藤
　
　
博
様
　
砂
場
　
哲
郎
様

多
喜
聡
二
郎
様
　
田
中
　
　
治
様

富
田
　
桂
次
様
　
中
田
　
浩
二
様

中
村
　
洋
司
様
　
橋
本
　
健
作
様

早
川
　
雅
雄
様
　
福
井
　
洪
一
様

松
木
　
和
男
様
　
山
形
　
和
生
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
剣
道
部
昭
和
59
、

60
年
度
卒
業
生
様

鈴
木
　
則
之
様
　
青
木
　
雄
一
様

秋
永
　
薫
児
様
　
荒
井
　
昭
浩
様

新
井
　
泰
雄
様
　
井
上
　
和
俊
様

小
木
曽
　
誉
様
　
小
澤
　
直
樹
様

勝
田
　
尚
哉
様
　
河
田
　
俊
一
様

己
斐
　
正
彦
様
　
実
原
　
康
介
様

末
永
　
正
光
様
　
鈴
木
　
正
巳
様
　

高
木
　
誠
治
様
　
高
橋
　
知
之
様

高
橋
　
正
陽
様
　
竹
内
　
　
仁
様

田
辺
　
郁
哉
様
　
野
村
　
　
薫
様

林
田
　
和
仁
様
　
又
川
　
敦
志
様

町
田
　
行
人
様
　
松
本
　
和
博
様

◇
金
一
三
三
、〇
〇
〇
円

理
窓
山
岳
会（
Ⅰ
部
体
育
局
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
会
）様

（
累
計
金
一
四
六
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
哲
央
様
　
大
川
　
浩
司
様

小
原
　
　
俊
様
　
河
上
　
絋
範
様

小
山
　
　
勉
様
　
陶
山
　
幸
男
様

b
月
　
　
瞭
様
　
中
坪
　
　
皓
様

藤
原
　
安
永
様
　
増
永
　
将
二
様

渡
辺
　
恒
夫
様

◇
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円

谷
内
研
究
室
様

橋
本
　
茂
男
様
　
飯
野
　
智
紀
様

金
内
　
博
伸
様
　
小
林
　
伸
一
様

土
屋
　
匡
之
様
　
西
村
　
英
晃
様

初
崎
　
　
央
様
　
松
村
　
直
則
様

山
口
　
隆
史
様
　
山
田
　
武
史
様

和
光
　
信
子
様
　
渡
邊
　
高
太
様

渡
邉
　
大
輔
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

久
悟
会（
20
年
理
化
同
期
会
）様

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
信
州
支
部

様
（
累
計
金
九
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
池
　
義
高
様
　
長
田
　
　
均
様

上
島
　
輝
一
様
　
渡
辺
　
演
夫
様

◇
金
四
三
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
茨
城
支
部
様

（
累
計
金
一
九
一
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
増
三
様
　
大
手
　
昭
三
様

小
貫
　
勝
則
様
　
片
岸
　
信
一
様

片
野
　
　
明
様
　
木
村
　
照
夫
様

小
林
　
邦
夫
様
　
柴
　
　
剛
勇
様

鈴
木
　
　
裕
様
　
田
中
　
敬
一
様

堀
野
　
正
勝
様
　
油
井
　
宣
子
様

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
八
戸
地
区
Ｏ
Ｂ
会

様
齋
藤
　
　
司
様
　
長
澤
　
良
雄
様

原
子
　
博
明
様
　
原
田
　
　
勉
様

松
尾
　
晴
彦
様
　
山
村
　
　
洋
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
山
形
支
部

様◇
金
二
八
、〇
〇
〇
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
一
四
六
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）Ｈ
18
有
志
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

亀
田
　
光
昭
様

24
応
物
会
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
針
　
治
美
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
数
学
教
育
研
究
会

様
（
累
計
金
三
六
五
、〇
〇
〇
円
）

新
垣
　
　
保
様

外
濠
会
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

成
田
　
静
雄
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
三
三
、五
三
二
、五
〇
〇
円

個
人
　
四
六
一
名

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈

（
二
三
九
名
）

三
二
、三
一
二
、一
五
〇
円

﹇
法
人
﹈

（
一
七
社
）

六
一
、三
九
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
一
五
団
体
）

一
、九
四
九
、〇
〇
〇
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈

（
四
六
一
件
）

三
三
、五
三
二
、五
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十

一
月
一
日
〜
二
〇
〇
七
年
一
月
三

十
一
日
）

﹇
個
人
﹈

（
三
、九
八
四
名
）

六
五
六
、九
七
一
、八
六
一
円

﹇
法
人
﹈

（
二
二
〇
社
）

六
二
四
、七
一
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
一
八
三
団
体
）

二
九
、二
九
一
、二
五
二
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈

（
九
二
四
件
）
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理理

窓窓

会会
だ
よ
り

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
一
日
〜
二
〇
〇
七
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

２
氏
に｢

坊
っ
ち
ゃ
ん
賞｣ 
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山
口
東
京
理
科
大
学
で
希
望

と
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
入

学
さ
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。山

口
東
京
理
科
大
学
は
、
東

京
理
科
大
学
の
百
二
十
五
年
の

歴
史
あ
る
伝
統
と
実
績
を
、
こ

こ
山
口
県
に
お
い
て
も
展
開

し
、
サ
イ
エ
ン
ス
を
通
じ
て
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
大
学
で
す
。

近
年
、
本
学
は
、
特
色
あ
る

教
育
研
究
を
実
践
し
、
高
い
評

価
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。
教

育
面
に
お
い
て
は
、
両
学
科
と

も
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構

（JA
B
E
E

）
か
ら
認
定
を
受

け
、
世
界
水
準
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
技
術
者
教
育
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
研
究
面
で
は
文
部
科
学
省

か
ら
「
都
市
エ
リ
ア
産
学
官
連

携
促
進
事
業
」
の
中
核
研
究
機

関
に
採
択
さ
れ
、
よ
り
高
性
能

な
次
世
代
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
開
発
を
地
域
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
環
境
管
理
の
国
際
規

格
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
」
の
認
定
を
受
け
、
全
学
を

あ
げ
て
環
境
に
や
さ
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
む
な

ど
、
科
学
技
術
者
教
育
の
活
性

化
・
研
究
の
高
度
化
に
絶
え
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
め
ざ
ま
し
い

実
績
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
は
、
新

し
い
歴
史
を
創
り
あ
げ
る
べ
く

日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す

が
、
経
済
・
社
会
環
境
を
は
じ

め
変
化
の
激
し
い
今
日
に
お
い

て
は
、
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま

す
。
新
し
い
社
会
は
こ
れ
ま
で

の
知
識
の
延
長
線
上
に
存
在
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
、
創
造
性
を
豊
か

に
し
て
常
に
知
的
好
奇
心
を
持

ち
、
専
門
分
野
に
留
ま
ら
な
い

幅
広
い
知
識
の
修
得
や
体
験
、

さ
ら
に
は
多
く
の
先
生
や
友
人

と
の
触
れ
合
い
を
重
ね
、
自
ら

学
ぶ
と
い
う
能
動
的
な
姿
勢
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
本
学
に
は
、
皆
さ
ん
の
学

び
や
出
会
い
を
満
足
さ
せ
る
た

め
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
経
験
は
、
卒
業
し

て
社
会
に
出
て
か
ら
で
は
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の

で
す
。

ど
う
ぞ
健
康
に
十
分
留
意
さ

れ
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
存
分
に
発
揮
し
な
が

ら
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過

ご
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

三
月
十
九
日（
月
）に
本
学
図

書
館
と
山
陽
小
野
田
市
立
図
書

館
と
の
相
互
利
用
に
関
す
る
覚

書
の
調
印
式
が
山
陽
小
野
田
市

役
所
で
行
わ
れ
た
。
調
印
式
で

は
、
今
回
の
調
印
に
至
る
ま
で

の
経
過
説
明
の
後
、
山
陽
小
野

田
市
関
係
者
、
大
学
関
係
者
が

多
数
見
守
る
中
、
山
陽
小
野
田

市
の
江
澤
正
思
教
育
長
と
本
学

図
書
館
長
の
菊
地
正
教
授
が
そ

れ
ぞ
れ
署
名
・
交
換
し
、
固
い

握
手
を
交
わ
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
本
学
と
山

陽
小
野
田
市
と
の
間
で
締
結
し

た
包
括
的
連
携
協
定
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
双
方
の
図
書
館
機
能
の
共

四
年
制
大
学
と
し
て
の
第
二

期
卒
業
生
を
社
会
へ
送
り
出
し

た
。
進
路
内
定
率
は
全
体
で
九

七
・
六
％
、
そ
の
う
ち
就
職
内

定
率
は
九
七
・
二
％
、
進
学
内

定
率
は
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た

（
三
月
三
十
日
現
在
）
。

学
部
卒
業
生
二
百
九
十
人
の

大
学
や
大
学
院
で
は
単
に
知

識
や
技
術
を
教
え
て
も
ら
う
場

だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
主
体

的
・
自
立
的
に
学
ぶ
場
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
何
を
知
り

た
い
の
か
、
何
の
た
め
に
学
ぶ

の
か
、
何
に
か
か
わ
っ
て
生
き

て
行
く
の
か
を
常
に
問
い
か
け

な
が
ら
、
四
年
間
あ
る
い
は
二

年
間
を
か
け
て
、
自
ら
の
目
標

に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
行
く

た
め
の
社
会
人
と
し
て
の
力
量

と
人
間
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

諸
君
た
ち
が
卒
業
す
る
時
に

は
、
社
会
は
今
よ
り
一
層
変
化

の
激
し
い
競
争
の
時
代
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
決
し
て
変
え
て

は
い
け
な
い
理
念
や
倫
理
観
を

堅
持
す
る
強
い
信
念
、
大
き
な

リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
て
も
果
敢

に
挑
戦
し
乗
り
越
え
て
行
く
勇

気
と
決
断
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
諸
君
た
ち
の
人
生
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
大
き
く

の
し
か
か
っ
て
く
る
場
面
に
必

ず
や
直
面
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
時
、
自
分
で
考
え
、

自
分
で
決
断
し
、
自
分
で
実
行

す
る
こ
と
の
出
来
る
人
間
に
な

れ
る
よ
う
、
さ
あ
今
日
か
ら
本

学
で
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴
史

と
文
化
に
囲
ま
れ
、
し
か
も
諏

訪
と
い
う
類
ま
れ
な
産
業
集
積

に
よ
る
全
国
や
世
界
へ
の
技
術

成
果
の
発
信
基
地
で
も
あ
る
茅

野
に
立
地
し
た
本
学
で
、
実
り

多
い
学
園
生
活
で
あ
ら
ん
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

三
月
二
十
三
日
（
金
）
に
第

二
回
目
の
学
位
記
授
与
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
工
学
部

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
八
十
五

人
、
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
百
五
人
、
経
営
情
報
学

部
経
営
情
報
学
科
百
人
の
計
二

百
九
十
人
が
、
学
位
記
を
授
与

さ
れ
た
。
片
岡

学
長
は
「
こ

れ
ま
で
の
蓄
積
を
社
会
の
中
で

生
か
し
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
自
己
を
磨
い
て
ほ

し
い
」
と
祝
福
の
言
葉
を
贈
っ

た
。卒

業
生
総
代
の
機
械
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
・
藤
田
俊

平
さ
ん
は
謝
辞
で
「
毎
日
の
研

究
の
中
で
、
課
題
解
決
に
は
一

つ
ひ
と
つ
を
突
き
詰
め
て
確
実

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

実
感
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ま
で

課
外
活
動
で
本
学
の
栄
誉
を

高
め
た
学
生
団
体
等
を
表
彰
す

る
平
成
十
八
年
度
学
生
表
彰
の

対
象
団
体
が
以
下
の
と
お
り
決

定
し
た
。
表
彰
式
は
四
月
十
三

日
（
金
）
に
学
生
食
堂
で
実
施

さ
れ
た
。
今
回
は
理
大
祭
実
行

委
員
会
や
授
業
「
総
合
演
習
」

の
延
長
で
活
動
し
て
い
る
団
体

も
表
彰
さ
れ
た
。

▽
学
生
部
長
表
彰：

硬
式
テ

ニ
ス
部
、
少
林
寺
拳
法
部
、

Ｂ
＆
Ｐ
部
▽
功
労
賞：

理
大
祭

実
行
委
員
会
、
富
士
見
パ
ノ
ラ

マ
リ
ゾ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
、
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
研
究
会
▽
奨
励
賞：

ロ
ボ

ッ
ト
研
究
会

う
ち
、
就
職
者
数
二
百
四
十
七

人
の
就
職
先
は
長
野
県
が
最
も

多
く
、
次
い
で
東
京
都
、
山
梨

県
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
出
身

都
道
府
県
へ
の
定
着
率
が
高
か

っ
た
。
業
種
別
で
は
シ
ス
テ
ム

工
学
部
は
製
造
業
が
約
半
数
を

占
め
、
次
い
で
情
報
通
信
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
就
職
が
決
定
し

た
の
に
対
し
、
経
営
情
報
学
部

は
製
造
業
が
占
め
る
割
合
は
シ

ス
テ
ム
工
学
部
ほ
ど
高
く
な

く
、
卸
売
・
小
売
業
、
情
報
通

信
業
、
金
融
・
保
険
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

就
職
が
決
定
し
た
。

ま
た
、
進
学
者
数
三
十
人
は

本
学
大
学
院
へ
十
九
人
、
東
京

理
科
大
学
大
学
院
へ
四
人
、
そ

の
ほ
か
北
海
道
大
学
大
学
院
を

は
じ
め
と
す
る
国
公
私
立
大
学

大
学
院
へ
七
人
が
進
学
し
た
。

二
〇
〇
六
年
度
の
就
職
戦
線

は
、
景
気
の
回
復
感
が
あ
っ
た

も
の
の
企
業
は
依
然
と
し
て
厳

選
採
用
の
傾
向
が
続
い
た
。
就

職
氷
河
期
と
言
わ
れ
た
頃
か
ら

学
生
の
資
質
向
上
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
が
、
本
学
で
は
体
系

化
し
た
就
職
支
援
を
実
施
し
て

き
た
結
果
、
高
い
就
職
率
に
繋

が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
年
度
は
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」

科
目
を
強
化
し
て
い
く
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
い
全
面
的

に
支
援
を
し
て
ゆ
く
予
定
で
あ

る
。

学
ん
だ
経
験
を
積
極
的
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会

の
伴
奏
に
よ
り
、
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
式
を
終
了
し
た
。

新
入
生
の
皆
様
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
部
生

諸
君
は
本
学
の
第
六
期
生
に
当

た
り
、
大
学
院
生
諸
君
は
第
二

期
生
と
な
り
、
今
年
は
大
学
院

の
完
成
年
度
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
二
回
の
卒
業
生

を
社
会
に
送
り
出
し
、
一
〇

〇
％
に
近
い
き
わ
め
て
高
い
就

職
率
を
こ
の
二
年
間
と
も
実
現

で
き
ま
し
た
。
本
学
に
入
学
さ

れ
た
諸
君
も
こ
の
成
果
を
受
け

継
ぐ
よ
う
勉
学
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
学
で
は
、
経
営
と
工
学
の

融
合
に
よ
る
技
術
の
産
業
化
に

対
応
で
き
る
セ
ン
ス
と
能
力
を

磨
い
た
新
し
い
人
材
を
社
会
に

送
り
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
た

特
別
な
教
育
理
念
に
基
づ
い
た

学
び
が
収
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
意
識
を
変
え
て
大

学
生
と
し
て
の
新
た
な
取
り
組

み
に
踏
み
出
す
覚
悟
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
就
職
内
定

率
は
、
昨
年
と
同
じ
く
九
九
・

一
％
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
本
学
か
ら
採
用
実
績
の

な
か
っ
た
キ
ャ
ノ
ン
ア
ネ
ル

バ
、
九
電
工
、
黒
崎
播
磨
、
マ

ツ
ダ
Ｅ
＆
Ｔ
、
矢
崎
総
業
、
安

川
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
日
本

化
薬
、
日
本
食
研
な
ど
の
企
業

へ
の
就
職
が
決
ま
り
、
後
輩
が

進
路
を
選
択
す
る
う
え
で
の
よ

き
道
標
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
就
職
活
動
の
支
援
対

策
と
し
て
、
本
学
か
ら
福
岡
で

開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説
明
会

（
毎
日
就
職E

X
P
O
2
0
0
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IN

福
岡
）
ま
で
結
ぶ
無
料
バ

ス
を
試
行
的
に
運
行
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て

大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
就
職
活

動
は
企
業
の
指
定
す
る
日
時
、

場
所
に
移
動
し
て
受
験
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
準
備
や
行
動
力
に
左
右
さ

れ
る
面
が
あ
る
が
、
本
学
が
用

意
し
た
支
援
バ
ス
を
利
用
し

て
、
気
心
の
知
れ
た
学
び
仲
間

と
一
緒
に
就
職
活
動
を
ス
タ
ー

ト
で
き
た
こ
と
は
、
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
以
外
に

も
、
就
職
活
動
に
対
す
る
意
欲

の
高
揚
に
役
立
っ
た
。

年
明
け
よ
り
、
就
職
活
動
を

開
始
し
た
三
年
生
に
対
し
て

は
、
よ
り
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
従
来
の
福
岡
地
区
に
加

え
、
広
島
、
東
京
地
区
へ
の
無

料
運
行
も
開
始
し
た
。

運
行
さ
れ
た
東
京
地
区
へ
の

バ
ス
を
利
用
し
て
、
二
月
十
三

日
に
東
京
理
科
大
学
野
田
校
舎

で
開
催
さ
れ
た
合
同
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
へ
本
学
学
生
十
九
人

が
参
加
し
て
お
り
、
東
京
理
科

大
学
と
の
新
し
い
連
携
に
よ
る

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

有
化
を
推
進
す
る
の
が
狙
い
。

本
学
学
生
が
、
市
立
図
書
館
ま

で
行
か
な
く
て
も
大
学
で
市
立

図
書
館
の
図
書
を
貸
借
で
き
、

ま
た
、
市
民
が
、
理
工
系
専
門

図
書
が
多
い
大
学
の
図
書
を
貸

借
で
き
る
等
、
相
互
の
図
書
館

の
利
便
性
や
機
能
性
が
向
上
す

る
。調

印
後
の
挨
拶
の
中
で
菊
地

館
長
は
「
こ
の
た
び
相
互
利
用

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
よ
う

や
く
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
図

書
館
と
し
て
、
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
文
社

会
系
の
図
書
が
豊
富
な
、
市
立

図
書
館
が
身
近
に
な
る
の
は
、

本
学
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
」
と
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

今
後
は
、
双
方
図
書
館
の
交

流
が
一
層
深
ま
り
、
本
学
図
書

館
に
来
場
す
る
市
民
の
方
々
も

増
え
、
図
書
館
事
業
の
活
性
化

が
大
い
に
期
待
で
き
る
。

平成19年度  入学式 
桜薫る中、平成19年度入学式が４月10日（火）に本学5201教
室で行われた＝写真。本年度は、基礎工学部電子・情報工学科
59人、物質・環境工学科29人、大学院修士課程21人、博士後期
課程１人、計110人の新入生を迎えた。

常に知的好奇心を持つ 常に知的好奇心を持つ 
新入生諸君へ 学長　塚本　桓世 

山
陽
小
野
田
市
立
図
書
館
と 

本
学
図
書
館
の
相
互
利
用
調
印 

高
い
内
定
率
、就
職
先
広
が
る 

平
成
18
年
度 

平成19年度  入学式 
４月６日（金）に本学第６回目の入学式が挙行された＝写真。
本年度入学生は、システム工学部電子システム工学科85人、機
械システムデザイン工学科69人、経営情報学部経営情報学科
100人の計254人であった。同時に本学大学院の入学式が挙行さ
れ、修士課程20人が入学した。

新入生諸君へ 学長　片岡　　寛 

力量と人間性を磨こう 力量と人間性を磨こう 

就
職
・
進
学
　

好
調
を
維
持 

２
期
生 

平
成
18
年
度 

学
生
表
彰
７
団
体 

２
期
生
290
人
学
位
記
授
与
式 
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平
成
十
八
年
度
の
学
位
記
・

修
了
証
書
授
与
式
が
、
三
月
二

十
日
、
卒
業
生
の
新
し
い
門
出

を
祝
う
か
の
よ
う
な
晴
れ
や
か

な
空
の
下
、
東
京
・
九
段
の
日

本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、
五
千

八
十
八
人
の
卒
業
生
は
大
い
な

る
希
望
と
夢
を
抱
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
に
羽
ば
た
い
て
い

っ
た
。

竹
内
学
長
は
式
辞
で
「
社
会

人
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、
俯
瞰

的
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
大
局

的
に
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
、
多
く
の
実
体
験
を
通
し

て
感
性
を
磨
く
こ
と
に
よ
っ
て

変
化
へ
の
適
応
力
や
正
し
い
判

断
力
を
涵
養
す
る
こ
と
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
品
格

あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
の
三
点

を
お
願
い
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

新
た
な
進
路
へ
と
旅
立
つ
最

後
の
一
日
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ

れ
学
位
記
・
修
了
証
書
を
授
与

さ
れ
た
後
、
恩
師
や
級
友
、
ゼ

ミ
や
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
た
。
社
会
は
変

革
の
時
代
で
卒
業
生
の
行
く
手

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
も
予
想

さ
れ
る
が
「
実
力
主
義
」
の
伝

統
を
受
け
継
い
だ
理
科
大
出
身

者
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

二
月
二
十
二
日（
木
）長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
基
礎
工
学
部
第

二
十
期
生
の
退
寮
式
が
行
わ

れ
、
三
百
十
四
人
の
学
生
が
長

万
部
学
寮
を
退
寮
し
た
。
退
寮

式
で
は
学
生
に
対
し
て
福
田
基

礎
工
学
部
長
、
藤
井
教
養
部
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
長

万
部
町
の
白
井
町
長
か
ら
は
温

か
い
言
葉
と
と
も
に
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
代
表
学
生
二
人
が
謝
辞

（
要
旨
別
項
）
を
述
べ
、
こ
の

一
年
間
を
振
り
返
り
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
た
。

山
田
吉
博
君
（
材
料
工
学

科
）
の
言
葉

長
万
部
学
生
寮

で
は
、
毎
回
非
常
に
苦
労
し
た

実
験
レ
ポ
ー
ト
、
日
が
沈
む
ま

で
活
動
し
た
部
活
動
は
じ
め
、

多
く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
充
実
し
た
生
活
を
送
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
も
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。
学

習
面
だ
け
で
な
く
、
寮
生
活
に

お
い
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
諸

先
生
方
、
事
務
の
方
々
、
寮
母

さ
ん
、
宿
直
の
方
、
食
事
や
清

掃
等
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
、

町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
、
こ
の

長
万
部
町
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

鈴
木
文
香
さ
ん
（
生
物
工

学
科
）
の
言
葉

日
を
追
い
イ

ベ
ン
ト
を
重
ね
る
ご
と
に
、
お

互
い
を
わ
か
り
合
い
、
今
で
は

第
二
の
家
族
と
言
え
る
ほ
ど
大

切
な
友
人
達
は
、
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
で
得
ら
れ
た
一
番
大
切

な
宝
物
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す
。
ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た
部
活
動

で
は
、
皆
で
悩
み
、
考
え
、
歩

ん
で
い
っ
た
日
々
が
忘
れ
が
た

く
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
物
は
大

き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
自
分
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
私
達
の
た
め
に
多
く

の
こ
と
を
ご
指
導
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
、
い

つ
で
も
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
寮
母
さ

ん
、
お
い
し
い
ご
飯
を

用
意
し
て
く
れ
た
食
堂

の
皆
さ
ん
、
散
ら
か
っ

た
ラ
ウ
ン
ジ
を
掃
除
し

て
く
れ
た
清
掃
員
の

方
々
、
宿
直
や
警
備
員

さ
ん
な
ど
、
多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ

て
、
こ
の
一
年
間
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2007年（平成19年） ４月26日（木）（10）

期待を背に…5088人期待を背に…5088人期待を背に…5088人
平成18年度　学位記・修了証書授与式

平成１８年度卒業・修了生数一覧 平成１９年
３月２０日（ ）

学部 学　　科

学　部　合　計

卒業
生数

研究科 専　　攻

研　究　科　合　計

博士
修士

課程論文

専　　攻専攻科

専　攻　科　合　計

修了生数

数 学 科
物 理 学 科
化 学 科
数理情報科学科
応 用 数 学 科
応用物理学科
応 用 化 学 科

計
数 学 科
物 理 学 科
化 学 科

計
建 築 学 科
工 業 化 学 科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科
機 械 工 学 科

計
建 築 学 科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科

計
薬 学 科
製 薬 学 科

計
数 学 科
物 理 学 科
情 報 科 学 科
応用生物科学科
建 築 学 科
工 業 化 学 科
電気電子情報工学科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科
機 械 工 学 科
土 木 工 学 科

計
電子応用工学科
材 料 工 学 科
生 物 工 学 科

計
経 営 学 科

計

95 
132 
96 
135 
4 
131 
126 
719 
162 
122 
166
450 
100 
87 
103 
78 
84 
452 
80 
85 
62 
227 
88 
90 
178 
108 
126 
116 
91 
131 
133 
121 
5 
121 
137 
98 

1,187 
89 
81 
115 
285 
206 
206 
3,704

理
　
　
一

理
　

二

薬
学

工
　

二

経
営

基
礎
工

理
　
　
　
　
工

工
　
一

数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
理 数 教 育 専 攻

計
建 築 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻
電 気 工 学 専 攻
経 営 工 学 専 攻
機 械 工 学 専 攻

計
薬 学 専 攻

計
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
情 報 科 学 専 攻
応用生物科学専攻
建 築 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻
電 気 工 学 専 攻
経 営 工 学 専 攻
機 械 工 学 専 攻
土 木 工 学 専 攻

計
電子応用工学専攻
材 料 工 学 専 攻
生 物 工 学 専 攻

計
生 命 科 学 専 攻

計
経 営 学 専 攻

計
総合科学技術経営専攻
知的財産戦略専攻

計

37 
64
105 
17 
223 
36 
48 
61 
32 
42 
219 
78 
78 
5 
28 
48 
54 
56 
98 
66 
34 
50 
31 
470 
52 
45 
45 
142 
17 
17 
19 
19 
48
82 
130 
1,298

0 
0 
0 
－ 
0 
1 
0 
0 
1 
1 
3 
8 
8 
0 
0 
0 
2 
0 
3 
0 
0 
0 
2 
7 
1 
0 
1 
2 
0 
0 
－ 
－ 
－ 
－ 
－
20

5 
6 
6 
－ 
17 
1 
1 
1 
3 
1 
7 
9 
9 
0 
3 
3 
6 
1 
4 
3 
0 
2 
0 
22 
0 
2 
5 
7 
2 
2 
－
－
－
－
－
64

理
　
研

薬
研

生
命
研
経
営
研

総
合
科

学
技
術

経
営
研

工
　
　
研

理
　
　
工
　
　
研

基
礎
工
研

数 学 専 攻理学専攻科 22 
22

学 部
修 士
博士（課程）
専 攻 科
大 学 合 計

3,704 
1,298 
64 
22 

5,088

＊平成１８年９月３０日付の卒業者は、理工学部数学科３名。
＊博士は、課程・論文とも平成1９年３月20日付授与者のみ集計。平成1８年度博士の学位授与総数は11０名。

思
い
出
を
胸
に
…
314
人
長
万
部

退
寮
式

晴れ着も華やか、笑顔がはじける記念のショット

名誉の一瞬…長年の成果、修了証書の拝受

天にも昇る思い！感激の胴上げ…次はオレ！

謝
辞
を
述
べ
る
山
田
吉
博
君
㊨
と
鈴
木
文
香
さ
ん
㊧

晴れの卒業式場＝東京・九段の日本武道館で

「視野を広く、感性を磨き、品格ある行動を」と竹内学長



新
聞
報
道
等
で
ご
承
知
の
と

お
り
、
二
月
二
十
四
日
、
本
学

薬
学
部
教
員
の
所
持
し
て
い
た

平
成
十
八
年
度
に
優
れ
た
成

果
を
挙
げ
た
学
生
を
表
彰
す
る

「
学
生
表
彰
式
」
と
「
学
長
表

彰
式
」
が
、
三
月
に
神
楽
坂
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

研
究
等
の
成
果
や
学
業
の
成

績
が
特
に
優
れ
て
い
る
者
を
対

外
部
接
続
型
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

が
入
っ
た
鞄
が
、
帰
宅
途
中
の

電
車
内
で
盗
難
に
遭
い
ま
し

象
と
す
る
学
生
表
彰
式
は
、
三

月
八
日
、
近
代
科
学
資
料
館
特

別
会
議
室
で
開
催
。
学
部
か
ら

一
人
、
大
学
院
研
究
科
か
ら
十

三
人
の
計
十
四
人
の
推
薦
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
五
人

が
表
彰
さ
れ
た
。

た
。
こ
の
盗
難
事
故
に
よ
り
、

薬
学
部
在
学
生
及
び
薬
学
部
卒

業
生
等
の
個
人
情
報
が
流
出
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

い
た
し
ま
し
た
。

▼
西
山
貴
弘
さ
ん
（
理
研
・
数

学
・
博
２
年
）
二
〇
〇
六
年
度

統
計
関
連
学
会
連
合
大
会
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
優
秀
報
告
賞

を
受
賞
し
、
学
術
論
文
三
編
、

国
際
会
議
口
頭
発
表
二
件
等
の

業
績
を
挙
げ
た
。

現
在
、
こ
の
事
故
に
よ
る
二

次
被
害
の
防
止
に
最
大
限
努
力

す
る
と
と
も
に
、
学
内
教
職
員

に
対
し
て
は
成
績
を
は
じ
め
個

人
情
報
の
厳
重
、
適
正
な
管
理

▼
岩
澤
英
明
さ
ん
（
理
研
・
物

理
・
博
２
年
）
超
伝
導
国
際
会

議
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
招

待
講
演
を
行
い
、
学
術
雑
誌

『PhysicalR
eview

L
ett

ers

』
に
論
文
掲
載
が
決
定
さ

れ
る
な
ど
の
業
績
を
挙
げ
た
。

▼
上
浦
尚
子
さ
ん
（
理
工
研
・

工
化
・
修
２
年
）
ア
メ
リ
カ
・

コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
で
開
催

さ
れ
た
米
国
電
気
化
学
会
の

に
よ
り
、
再
発
防
止
に
努
め
る

よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
故
に
際
し
て
、
被

害
の
当
事
者
で
あ
る
薬
学
部
卒

業
生
、
在
学
生
及
び
関
係
の
皆

G
eneral

Student

ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
日
本
の
電
気
化
学
会
の

学
会
誌
で
紹
介
さ
れ
た
。

▼
川
村
英
雄
さ
ん
（
理
工
研
・

機
械
・
修
２
年
）
乱
流
伝
熱
の

国
際
会
議
で
優
秀
論
文
と
認
め

ら
れ
、
国
際
学
会
誌
へ
の
掲
載

が
決
定
。
ま
た
、
日
本
伝
熱
学

会
第
四
十
三
回
日
本
伝
熱
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
優
秀
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

▼
古
城
達
則
さ
ん
（
理
工
研
・

機
械
・
修
２
年
）
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ

た
第
十
三
回
国
際
伝
熱
会
議

（
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
伝

熱
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言
わ

れ
る
国
際
会
議
）
で
学
生
最
優

様
に
対
し
、
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
三
月
一
日

東
京
理
科
大
学
長
　
竹
内
　
伸

秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
。
こ
れ

は
学
生
最
優
秀
賞
と
し
て
日
本

か
ら
唯
一
、
修
士
課
程
学
生
で

唯
一
の
受
賞
で
あ
る
。

ま
た
、
課
外
活
動
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
優
れ
た
功
績
や

評
価
を
受
け
た
者
を
対
象
と
す

る
学
長
表
彰
式
は
、
三
月
九
日

に
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
開

催
。
学
長
・
理
事
長
や
学
部
長

ら
を
は
じ
め
教
職
員
、
受
賞
者

な
ど
二
百
名
以
上
が
見
守
る
な

か
、
学
長
賞
に
二
団
体
と
個
人

三
人
、
学
生
部
長
賞
に
四
団
体

と
個
人
二
人
を
始
め
、
総
勢
、

団
体
の
部
十
七
団
体
、
個
人
の

部
三
十
五
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

＊
学
長
表
彰
は
別
表
の
通
り
。

東
京
の
最
先
端
ス
ポ
ッ
ト
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
の
33
階
が
曽
我
さ
ん

の
仕
事
場
Ｊ
―
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
81
・
３
Ｆ
Ｍ

で
あ
る
。
「
こ
こ
が
東
京
の
す
べ
て
じ

ゃ
な
い
。
こ
れ
が
常
識
と
思
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
、
美
し
く
飾
っ
た
世
界
に

流
さ
れ
ず
、
大
都
会
の
隅
々
に
ま
で
心

配
り
を
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
と
一
体
と

な
っ
て
歩
む
曽
我
さ
ん
の
日
々
が
あ

る
。機

械
と
音
楽
と
放
送
。
子
ど
も
の
時

か
ら
、
こ
の
三
つ
が
好
き
だ
っ
た
。
ス

ー
パ
ー
カ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ラ
モ
デ

ル
に
夢
中
に
な
っ
た
。
小
学
校
で
放
送

委
員
会
に
属
し
、
お
昼
や
運
動
会
の
放

送
を
し
、
高
校
で
は
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
の
電
波

を
自
分
た
ち
で
飛
ば
し
た
。
大
学
で
は

バ
ン
ド
を
組
み
、
ま
た
理
大
祭
で
は
Ｄ

Ｊ
も
や
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
ぶ
れ
な
い
人
生
と
言
え

る
。た

だ
、
就
職
は
自
動
車
業
界
に
し
よ

う
と
思
っ
た
の
を
変
更
し
た
。

「
ボ
ク
は
せ
っ
か
ち
な
ん
で
す
」
と

笑
う
。

車
づ
く
り
だ
と
結
果
が
見
え
る
の

が
、
数
年
先
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
ラ
ジ
オ
は
違
う
。
電
波
を
飛

ば
せ
ば
常
に
数
十
万
の
人
た
ち

が
必
ず
聞
い
て
く
れ
て
い
る
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

い
う
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
す
ぐ
Ｅ
メ
ー
ル
で
返
っ

て
く
る
。

「
そ
れ
が
楽
し
く
、
ま
た
ボ

ク
ら
の
活
力
に
な
る
」
と
曽
我

さ
ん
。

ラ
ジ
オ
制
作
の
魅
力
は
ま
た
、
仕
事

を
通
じ
て
素
敵
な
人
に
会
え
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
尽
き
な
い
。

Ｊ
―
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
と
の
縁
は
大
学
四
年

の
夏
。
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

後
、
秋
か
ら
Ａ
Ｄ
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
大
学
院
二
年
生
の
一
月
、
パ
リ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京
を
結
ぶ
音
楽

と
カ
ル
チ
ャ
ー
主
体
の
番
組
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
任
さ
れ
た
。

大
学
時
代
か
ら
ラ
ジ
オ
の
世
界
に
飛

び
こ
ん
で
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
自
問

自
答
し
た
の
が
二
十
八
歳
の
と
き
だ
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
視
野
が
狭
く
な

る
。
も
っ
と
自
分
の
引
き
出
し
を
持
ち

た
い
。
そ
こ
で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ

ー
・
ビ
ザ
で
一
年
間
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
に
遊
学
し
た
。
運
良
く
現
地

Ｉ
Ｔ
企
業
の
仕
事
に
つ
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
知
識
を
得
て
帰
国
し
た
。

曽
我
さ
ん
が
い
ま
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
番
組
は
海
外
も
の
が
多
い
。
国
民
性

の
違
い
、
相
手
の
ペ
ー
ス
な
ど
を
熟
知

し
て
い
て
、
周
囲
が
「
海
外
も
の
な
ら

曽
我
さ
ん
」
と
見
て
い
る
か
ら

だ
。現

在
、
週
三
本
の
番
組
を
担

当
す
る
。
音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
ア
メ
リ
カ
に
偏
ら
な
い

多
様
な
価
値
観
、
そ
し
て
ま
さ

に
い
ま
現
在
の
感
覚
を
世
界
か

ら
伝
え
た
い
。
そ
の
思
い
を
電

波
に
の
せ
た
刺
激
あ
る
番
組
群

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

★略歴（そが・ともあき）1968年東京
都生まれ、90年理工学部機械工学科卒、
92年大学院理工学研究科修了。番組制作
会社勤務やフリーの仕事を経て、Ｊ－Ｗ
ＡＶＥ制作部プロデューサー。06年４月
に独立。現在月～木曜午後２時からの
「RENDEZ－VOUS」など３番組を担当。

六本木ヒルズから発信中！ 
ラジオ番組プロデューサー 曽我　友亮さん 
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平成18年度 

Ⅰ部体育局柔道部（神楽坂・野田）
　全日本理工科学生柔道優勝大会４位/関東理工科四大学柔道対抗
　戦（春季）優勝/東京理工科四大学柔道対抗戦優勝

白川　雄一郎（Ⅰ部文化会囲碁部・神楽坂１年）
　第43回全日本学生囲碁十傑戦準優勝

持田　　俊彦（Ⅰ部体育局ウエイトトレーニング部・神楽坂修士１年）
　第52回埼玉県パワーリフティング選手権大会（82.5kg級）新人賞

Ⅰ部体育局サッカー部（野田）
　千葉県大学サッカーリーグ（秋季１部リーグ）３位

　●　特別奨励賞　●

Ⅰ部体育局バレーボール部（久喜）
　春季理工系リーグ戦（５部）優勝［４部昇格］/春季同好会リーグ戦32位

佐藤　　　洋（Ⅰ部体育局硬式テニス部・久喜２年）
廣田　　哲也（Ⅰ部体育局硬式テニス部・久喜２年）
　関東理工科大学個人テニストーナメント大会（ダブルス）準優勝

　●　奨励賞　●

　●　学長賞　●
受賞団体・個人の主な成績・記録

Ⅰ部体育局合気道部（神楽坂）
　第46回全国学生合気道演武大会出場
　第36回中四国学生合気道演武大会出場（関東代表）

Ⅰ部体育局ソフトボール部（野田）
　第14回関東学生ソフトボール選手権大会優勝
　第41回全日本大学ソフトボール選手権大会出場
　関東学生ソフトボール春季および秋季リーグ戦（Ⅰ部）準優勝

　●　学生部長賞　●
Ⅰ部体育局硬式庭球部（神楽坂・野田）・硬式テニス部（久喜）
　関東理工科大学団体テニスリーグ戦（第１部・男子）優勝
　関東理工科大学団体テニスリーグ戦（第５部・女子）優勝［４部昇格］

佐野　　真二（Ⅰ部体育局局長）他本部役員計19名
早川　　賀雄（Ⅱ部体育会会長）他本部役員計７名

Ⅰ部体育局洋弓部［女子］（神楽坂・野田）
　関東学生アーチェリー女子リーグ戦（第２部）優勝［１部昇格］

早川　　賀雄（Ⅱ部体育会柔道部・神楽坂４年）
　第53回新宿区民柔道大会（弐段の部）８位

Ⅰ部体育局バドミントン部［男子］（神楽坂・野田）
　関東大学バドミントン春季リーグ戦（第４部B・男子）優勝［３部昇格］
　関東大学バドミントン秋季リーグ戦（第３部A・男子）３位

体育祭実行委員会（神楽坂・野田・久喜）
　準備期間の少ない中、競技種目、運営に工夫をこらし、後夜祭では
　地域と連携しての和太鼓演奏等で体育祭を成功に導いた

理大祭実行委員会（神楽坂）
　初の神楽坂・九段校舎同時開催となったが､ライブ､講演会、地
　域に密着した神楽坂写真展等、多彩な企画で祭典を成功させた

理大祭実行委員会（野田）
　地域住民を含めた交流の場を作り上げた。特に歌手の奥華子さん
　のコンサートや元巨人軍の元木大介さんの講演会は大盛況だった

理大祭実行委員会（久喜）
　「理  show」をテーマに各種ライブをはじめ、オープンキャンパスや父
　母懇談会、サイエンス夢工房なども開催し、理大祭を成功に導いた

Ⅰ部文化会放送研究部（神楽坂）
　第23回NHK全国大学放送コンテスト（映像CM部門）３位

岸野　　知佳（Ⅰ部体育局舞踏研究部・神楽坂４年）
豊嶋　　希春（Ⅱ部体育会舞踏研究部・神楽坂４年）
　第78回東部日本学生競技ダンス選手権大会チャチャチャの部およびサンバの部優勝
　第44回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会ラテンの部優勝
　I．D．S．F　Taipei  International  Open  University  Latinの部４位

日比野　　裕輔（Ⅰ部体育局水泳部・野田４年）
　第18回フィンスイミング日本選手権大会（1500m）優勝
　第14回フィンスイミング世界選手権出場資格獲得

　梨　　　誠（Ⅰ部体育局陸上競技部・野田４年）
　第85回関東学生陸上競技対校選手権大会（２部）100m６位/４×100m６位

　●　功労賞　●

東京理科大学管弦楽団（Ⅰ部　神楽坂・野田・久喜）
　創立125周年祝賀会で格調高く校歌を演奏し、聴衆を魅了した。さ
　らに入学式、学位記・修了証書授与式での演奏も評価に値する

創立125周年記念学生行事神楽坂地区実行委員会　
　化学実験体験コーナーや地元商店街と協力したオリジナルグッズ
　販売、「みらい研究室」開催等で中心的な役割を果たした

創立125周年記念学生行事野田地区実行委員会
　スポーツフェスティバル（ソフトバレー）、国際交流のつどい、
　立体ビンゴ、東京理科大学の歴史展等で中心的な役割を果たした

創立125周年記念学生行事久喜地区実行委員会
　本学卒業生や著名人を招聘した講演会やトークショー、地元中学校吹
　奏楽団の演奏、模擬店、花火大会等で中心的な役割を果たした

　●　特別功労賞　●

理研・化学・修１

薬研・薬学・修２

理工研・電気・修１

理工研・電気・修１

理工研・機械・博２

基工研・生物・博２
基工研・生物・修２
基工研・生物・修１
同
同

基工研・生物・博２

経営・経営・２年

宮川　利文
高木　陽平

峯澤　　彰

脇　　直也

植村　　豪

中尾　一久
森田梨津子
佐次　泰光
石田研太郎
小川　美帆
中尾　一久

高澤　和俊

若手講演賞
若手講演賞

学生優秀発表賞

Young Researcher IEEE CAS 
Japan Chapter Sponsorship Award

毛利賞

IEEE Best Poster Award
　  （ベストポスター賞）

日本臓器保存生物医学会会長賞

文部科学大臣奨励賞

第52回有機合成化学協会関東支部シンポジウム

第52回有機合成化学協会関東支部シンポジウム

2006年映像情報メディア学会冬季大会

2006 IEEJ International Analog VLSI Workshop

日本マイクログラビティ応用学会第22回学術講演会

MHS2006 & Micro-Nano COE（2006 International 
Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human 
Science）

第33回日本臓器保存生物医学会

工業英語能力検定試験（３級）
平成18年度社団法人日本工業英語協会主催

12月３日

12月13日

12月12日

11月16日

11月30日

11月８日

11月24日

３月16日

ジクロロメチルフェニルスルホキシドを活用する４置換フラン類の新規合成法

デカヒドロフルオレン骨格を有する新規抗腫瘍性物質GKK1032類の全合成研究
動き補償と適応３次元予測に基づいた動画像の可逆符号化－予測器の数に
関する－検討－
論文「A Two-Path Fourth-Order Bandpass Delta-Sigma Modulator with Reduced 
Number of Opamps」で筆頭著者・脇直也さんが優秀若手研究者として表彰された
微小重力実験におけるポータブルCDプレーヤーを用いたジャイロ効果。毛
利衛宇宙飛行士（日本科学未来館館長）主催の毛利ポスターセッションで
最優秀発表として受賞

The Reconstruction of Bioengineered Organ by Cell Manipulation

臓器置換再生医療を目指した人工器官原基からの臓器形成技術の開発

毎年度工業英検の各級合格者のうち成績優秀者１名に授与されるもの

  受賞者（所属・学年は受賞時）　　　　　　受賞名　　　　　　　　    大会・学会名　　　　　　　　　　　        受賞テーマ等　　　　　　　　    受賞日

平成平成1818年度年度　本学学生の各種論文・研究発表等の受賞本学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧一覧平成18年度　本学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧続続
平18・11月～
平19・３月（ ）

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

古城達則さん

川村英雄さん

上浦尚子さん

岩澤英明さん

西山貴弘さん

薬
学
部
情
報
流
出
事
故
に
つ
い
て
お
詫
び 

学長と共に学長賞の合気道部のメンバー

学長と共に学長賞のソフトボール部メンバー

学
長
と
共
に
学
長
賞
の
左
か
ら

豊
嶋
君
、岸
野
さ
ん
、日
比
野
君
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平
成
十
九
年
度
東
京
理
科
大

学
入
学
試
験
（
Ｂ
方
式
）
は
、

二
月
三
日
の
経
営
学
部
か
ら
始

ま
り
二
月
二
十
八
日
の
工
学
部

第
二
部
ま
で
の
延
べ
十
三
日
間

の
日
程
を
無
事
に
終
了
し
た
。

十
八
歳
人
口
の
減
少
と
理
系

離
れ
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
東
京
理
科
大
学
の
志
願
者

数
（
Ａ
方
式
・
Ｂ
方
式
）
は
、

四
万
五
千
二
百
八
十
六
人
（
前

年
度
比
七
百
五
十
六
人
増
）
と

な
り
、
六
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

Ａ
方
式
（
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
利
用
）
の
志
願
者
数
は

一
万
三
千
百
二
十
七
人
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
七
百
二
十

八
人
減
少
し
た
。
学
部
別
に
み

る
と
、
基
礎
工
学
部
、
理
学
部

第
二
部
、
工
学
部
第
二
部
で
志

願
者
数
が
増
加
し
、
そ
の
他
の

学
部
で
は
志
願
者
数
が
減
少
す

る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
原
因
は
、
本
学
の
Ａ
方

式
難
易
度
が
私
立
大
学
の
中
で

高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
国
公
立

大
学
の
す
べ
り
止
め
と
し
て
受

験
す
る
場
合
に
は
リ
ス
ク
が
高

い
と
受
験
生
が
敬
遠
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

Ｂ
方
式
（
一
般
入
学
試
験
）

の
志
願
者
数
は
三
万
二
千
百
五

十
九
人
で
、
前
年
度
に
比
べ
千

四
百
八
十
四
人
の
増
加
と
な
っ

た
。
学
部
別
に
み
る
と
、
昼
間

学
部
六
学
部
で
は
志
願
者
数
が

増
加
し
、
理
学
部
第
二
部
、
工

学
部
第
二
部
は
減
少
し
た
。

こ
の
僅
か
な
が
ら
の
志
願
者

数
の
増
加
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
開
催
日
数
が
増
加

し
、
参
加
者
数
も
約
三
五
％
増

加
し
た
こ
と
や
、
創
立
百
二
十

五
周
年
記
念
行
事
や
そ
れ
に
伴

う
積
極
的
な
広
報
活
動
が
寄
与

し
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

本
年
度
は
他
の
有
力
私
立
大

学
で
も
志
願
者
数
が
増
加
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
志
願
者
数

を
大
き
く
減
ら
し
た
大
学
も
増

え
て
お
り
、
縮
小
す
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
中
で
勝
ち
組
大
学
と
負

け
組
大
学
が
明
確
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
勝
ち
組
大
学
の
間
で
も

熾
烈
な
競
争
が
始
ま
っ
て
お

り
、
全
学
部
統
一
入
試
を
実
施

す
る
大
学
や
、
学
部
学
科
の
改

編
、
大
学
間
の
合
併
な
ど
、
入

試
改
革
を
含
め
た
大
学
改
革
が

加
速
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
焦
眉
の
時
期
に

本
学
は
、
資
質
あ
る
学
生
の
募

集
を
推
進
す
る
た
め
に
入
試
改

革
や
広
報
活
動
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
受
験
生
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
大
学
で
あ
る
た
め
に
絶

え
間
な
く
教
育
・
研
究
の
環
境

と
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
・
改
革
し

て
い
る
。
こ
の
全
学
的
努
力

が
、
本
学
に
興
味
を
も
っ
た
志

願
者
を
着
実
に
増
す
こ
と
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

東
京
（
神
楽
坂
・
九
段
）、
野

田
、
横
浜
、
大
宮
の
四
会
場

＊
工
学
部
第
二
部
は
異
な
る
。

◆
入
学
定
員

三
つ
の
学
部
の
入
学
定
員
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ

方
式
入
試
の
導
入
な
ど
に
よ
り

全
学
部
の
試
験
区
分
ご
と
の
定

員
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

工
学
部
第
一
部

各
学
科
80
人
↓
90
人

基
礎
工
学
部

各
学
科
80
人
↓
１
０
０
人

理
学
部
第
二
部

各
学
科
１
６
０
人
↓
１
２
０
人

◆
Ｂ
方
式

Ｂ
方
式
入
試
で
の
主
な
変
更

点
は
次
の
二
つ
で
す
。

①
現
在
の
試
験
会
場
（
神
楽

坂
・
九
段
、
野
田
、
札
幌
、

仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福

岡
）
に
加
え
大
宮
、
横
浜
会

場
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

②
理
学
部
第
二
部
の
試
験
日
が

２
月
27
日
か
ら
３
月
２
日
に

変
わ
り
ま
す
。

◆
指
定
校
推
薦

理
学
部
第
二
部
と
工
学
部
第

二
部
で
指
定
校
推
薦
入
学
を
実

施
し
ま
す
。
※
詳
細
は
大
学
案

内
や
Ｈ
Ｐ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
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平
成
二
十
年
度
東
京
理
科
大

学
入
学
試
験
の
主
な
変
更
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
Ｃ
方
式
を
導
入

Ａ
方
式
と
Ｂ
方
式
入
試
に
加

え
新
た
に
Ｃ
方
式
入
試
を
導
入

し
ま
す
。
Ｃ
方
式
は
、
幅
広
く

し
っ
か
り
基
本
知
識
を
習
得

し
、
思
考
能
力
の
あ
る
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
試
験
概
要
は
次

の
と
お
り
。

①
実
施
学
部

昼
間
学
部
六
学
部
、
工
学
部

第
二
部

②
試
験
内
容
‥

・
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

（
英
語
、
国
語
）
と
本
学
独

自
試
験
を
併
用

＊
工
学
部
第
二
部
は
異
な
る
。

③
試
験
日

昼
間
学
部
‥
２
月
17
日

工
学
部
第
二
部
‥
３
月
24
日

④
合
格
発
表

昼
間
学
部
‥
２
月
25
日

工
学
部
第
二
部
‥
３
月
26
日

⑤
試
験
会
場

○上記の他、学生傷害共済補償費および父母会費を徴収する 

第
一
部 

理
学
部 

第
一
部 

工
学
部 

工
学
部 

基
　
礎 

学
部 

経
営 

第
二
部 

工
学
部 

理
　
工
　
学
　
部 

第
二
部 

理
学
部 

薬
学
部 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

１,３５５,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４６２,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４８１,０００ 

１,４３０,０００ 

１,４６３,０００ 

１,４８５,０００ 

１,５０４,０００ 

１,５１１,０００ 

１,５１７,０００ 
１,５００,０００ 

１,５００,０００ 

１,５３０,０００ 

１,２８４,０００ 

７８５,０００ 

８３４,０００ 

８７５,０００ 

８３０,０００ 

８４５,０００ 

０ 

６０,０００ 

６７,０００ 

６０,０００ 

８６,０００ 

７５,０００ 

３８,０００ 

６０,０００ 

７９,０００ 

８６,０００ 

９２,０００ 
７５,０００ 

１,５１２,０００ ８７,０００ 
７５,０００ 

７５,０００ 

３４,０００ 

０ 

４９,０００ 

６０,０００ 

６０,０００ 

７５,０００ 

２３０,０００ 

２７０,０００ 

２３０,０００ 

２７０,０００ 

２３０,０００ 

３３０,０００ 

２３０,０００ 

１０５,０００ 

１３５,０００ 

１１０,０００ 

８２５,０００ 

１,４００,０００ 

１,０００,０００ 

５５０,０００ 

５５０,０００ 

９５,０００ 

９５,０００ 

２,３４５,０００ 

１,９４５,０００ 

８２５,０００ 

８２５,０００ ３００,０００ 

８２５,０００ 

７２０,０００ ３００,０００ 

５３０,０００ 

５１０,０００ 

数 学 科  
数理情報科学科 
物 理 学 科  
応用物理学科  
化 学 科  
応 用 化 学 科  

薬学科（６年制） 

生命創薬科学科 

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

工 業 化 学 科  

電 気 工 学 科  
機 械 工 学 科  

電気電子情報工学科
機 械 工 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  
建 築 学 科  

経 営 工 学 科  

情 報 科 学 科  

応用生物科学科 

土 木 工 学 科  

工 業 化 学 科  

経 営 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  

化 学 科  

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

電 気 工 学 科  

電子応用工学科 

材 料 工 学 科  

生 物 工 学 科  

１５０,０００ 

１５０,０００ 

３００,０００ 

２８０,０００ 

１,３０１,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３０１,０００ 
１,３２３,０００ 
１，３６９,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１,０４０,０００ 

８１,０００ 

１６４,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ １４９,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ 

８１,０００ 
１０３,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

２０,０００ 

２４０,０００ 

２４０,０００ 

１００,０００ 

７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

７００,０００ 

６４０,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

化 学 専 攻  

理数教育専攻  

薬 学 専 攻  

経 営 学 専 攻  

生命科学専攻  

経営工学専攻  
機械工学専攻  

情報科学専攻  
建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  
経営工学専攻  
機械工学専攻  
土木工学専攻  

建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  

工業化学専攻  

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

応用生物科学専攻 
工 業 化 学 専 攻  

電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  

生物工学専攻  

総合科学技術  
経 営 専 攻  

知的財産戦略専攻 

２８０,０００ 

２８０,０００ 

２８０,０００ ３００,０００ １,１２０,０００ １,７００,０００ － 

２８０,０００ ３００,０００ １,１２０,０００ １,７００,０００ － 

２８０,０００ 

研
究
科 

薬
　
学 

研
究
科 

経
営
学 

研
究
科 

工
　
学 

研

究

科 

基
礎
工
学 

理
学
研
究
科 

理
工
学
研
究
科 

研

究

科 

生
命
科
学 

経
営
研
究
科 

総
合
科
学
技
術 

 
研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

（注）①理学研究科数学専攻の実験実習費は、修士課程数理情報コース専攻者のみ納入する 
②理学研究科物理学専攻および理数教育専攻、理工学研究科物理学専攻の実験実習費欄
の上段は理論系、下段は実験系を表す 

③理学研究科理数教育専攻の２年次学費は、履修形態により異なる 
 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成２０年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する（総合科学技術経営研究科を除く） 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、東京理科大学大学院修士課程に進学

する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする（総合科学技術経営研究科は、入
学金のみ半額とする） 

○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、東京
理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免除し、
実験実習費を半額とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等
優秀と認められた者の授業料を半額免除とする制度がある 

 

【１】 平成２０年度　東京理科大学　初年度納付金 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 

○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある 

○薬学部薬学科の実務薬学実習費は履修時に別途徴収する （単位：円）  

 

【２】 平成２０年度　東京理科大学大学院　初年度納付金 
（単位：円） 

 

【５】 平成２０年度 諏訪東京理科大学 初年度納付金 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成２０年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、山口東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、山口

東京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免
除とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等優秀と認められ
た者の授業料を半額免除とする制度がある 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成２０年度初年度納付金は、前年度据え置きである 

【４】 平成２０年度 山口東京理科大学大学院 初年度納付金 

【３】 平成２０年度 山口東京理科大学 初年度納付金 

２９０,０００ １,２９４,０００ ２００,０００ ８０４,０００ 
電 子 ・ 情 報  
工 学 科  
物 質 ・ 環 境  
工 学 科  

工
学
部 

基
　
礎 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成２０年度初年度納付金は、前年度据え置きである 

２８０,０００ １,４１０,０００ ２６０,０００ ８７０,０００ 

２８０,０００ １,２２０,０００ ２００,０００ ７４０,０００ 

工

学

部 

シ
ス
テ
ム 

２８０,０００ １,３２９,０００ ２００,０００ ８４９,０００ 
研

究

科 

基
礎
工
学 

学

部

 

経
営
情
報 

経営情報学科  

基礎工学専攻  

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成２０年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、諏訪東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 

【６】 平成２０年度 諏訪東京理科大学大学院 初年度納付金 

２８０,０００ １,２８０,０００ ２００,０００ ８００,０００ 
ト
研
究
科

ネ
ジ
メ
ン 

工
学
・
マ 

工 学 ・  
マネジメント専攻 

電子システム  
工 学 科  
機械システム  
デザイン工学科 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

 

 

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 （単位：円） 

 

 

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 

 

合　　　計 

合　　　計 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 
 （単位：円）  

合　　　計 

合　　　計 

表１．＜平成１9年度私大入試志願者数＞ 

※単位：人／一般入試＋センター入試の
合計／Ⅱ期入試＝後期入試は除く 

125,686 
101,237 
90,216 
89,394 
85,227 
67,505 
66,294 
65,262 
60,356 
47,725 
47,697 
46,290 
45,550 
45,286 
41,026

� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 
� 

早稲田大学  
明 治 大 学  
法 政 大 学  
関 西 大 学  
立 命 館大学  
立 教 大 学  
日 本 大 学  
中 央 大 学  
東 洋 大 学  
関西学院大学 
慶應義塾大学 
同 志 社大学  
青山学院大学 
東京理科大学 
龍 谷 大 学  

６年ぶり志願者増 
平成19年度入試 改革さらに推進 

平成１９年度東京理科 ＜大学学部別志願者数＞ 
学　部 Ａ方式（人） B方式（人） 合計（人） 

2,776 

2,001 

1,036 

4,675 

784 

1,034 

12,306 

559 

262 

821 

13,127

理学部第一部 

薬 学 部  

工学部第一部 

理 工 学 部  

基 礎 工 学 部  

経 営 学 部  

昼間学部合計 

理学部第二部 

工学部第二部 

夜間学部合計 

大 学 合 計  

7,040 

7,034 

2,254 

11,446 

1,767 

1,783 

31,324 

511 

324 

835 

32,159

9,816 

9,035 

3,290 

16,121 

2,551 

2,817 

43,630 

1,070 

586 

1,656 

45,286

表２． 

平
成
20
年
度
入
試
　

主
な
変
更
点 

新
入
学
生
に
対
す
る
学
費
に
つ
い
て 

学
校
法
人
　

東
京
理
科
大
学
　

理
事
会 

平
成
20
年
度 

私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
本

学
に
お
い
て
も
学
生
納
付
金
収

入
は
帰
属
収
入
の
七
四
％
を
占

め
、
補
助
金
収
入
は
一
二
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
外
部
資
金
導
入
な
ど
学
生
納

付
金
以
外
の
積
極
的
な
収
入
増

を
図
る
一
方
で
、
既
定
経
費
以

外
の
不
要
・
不
急
な
支
出
は
極

力
抑
え
る
な
ど
の
自
助
努
力
を

重
ね
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
学
費
の
改
定
は
、

「
前
年
度
ま
で
の
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
を
基
礎
と
し

て
、
そ
の
都
度
国
庫
補
助
金
、

物
価
指
数
等
を
考
慮
し
て
決
定

す
る
」
を
算
定
方
針
と
し
て

「
新
入
学
生
」
の
み
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

神
楽
坂
校
舎
及
び
野
田
校
舎
の

再
構
築
計
画
を
推
進
し
、
さ
ら

な
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
財
政
の
長
期
安
定
化
を

確
立
す
る
た
め
に
も
、
学
費
改

定
に
よ
り
学
生
納
付
金
の
増
収

を
図
り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
父
母
・
学
生
の
経
済

的
負
担
に
極
力
配
慮
し
、
平
成

二
十
年
度
新
入
学
生
に
対
す
る

学
費
は
、
東
京
理
科
大
学
の
理

学
部
第
二
部
を
除
き
据
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

「
夜
間
・
社
会
人
教
育
」
に

つ
い
て
は
、
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
、

「
学
長
・
理
事
長
合
同
諮
問
委

員
会
」
に
お
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年

度
よ
り
夜
間
学
部
の
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
向
上

の
た
め
、
理
学
部
第
二
部
の
定

員
を
一
学
科
あ
た
り
四
十
名
削

減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
学
生
数
削
減
に
よ
り
、

法
人
全
体
で
四
千
三
百
三
十
万

円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
減
収
を
少
し
で
も

補
う
た
め
理
学
部
第
二
部
の
平

成
二
十
年
度
入
学
生
の
授
業
料

を
平
成
十
九
年
度
入
学
生
と
比

較
し
四
万
円
増
額
改
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
減
収
は
千
四
百
四
十
万
円

圧
縮
さ
れ
、
二
千
八
百
九
十
万

円
と
な
り
ま
す
。

（
今
回
の
学
費
改
定
は
、
平

成
二
十
年
度
新
入
学
生
に
対

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
在
学
生
の
学
費
は
改
定

さ
れ
ま
せ
ん
）


